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○日高中央横断道路計画

今日までの経緯と問題点。課題 I
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開発計画の概要図図==1

－北海道開発局・開発道路擬要書による－

概 念 図

4

１
１
１

峠

至札幌

帯広IIj

道274号

至釧路

日高中央横断道路計画特集 ’

I

日
高
山
脈
は
、
わ
が
国
に
残
さ
れ
た
最
大
規
模
の
、
か
つ
原
始
的
自

然
環
境
を
も
つ
地
域
で
す
。
こ
の
山
脈
の
中
央
部
を
東
西
に
横
断
す
る

開
発
道
路
静
内
。
中
札
内
線
の
計
画
は
、
五
十
四
年
度
開
発
予
算
の
新

規
ケ
所
づ
け
に
よ
っ
て
急
速
に
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
事
を
機
に
、
日
高
山
脈
を
開
発
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
五
十
四
年
七
月
に
は
現
地
調
査
を
行
な
い
、
九
月
に
は

「
日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
東
京
。
地

元
十
勝
に
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
ま
で
広
く
国
民
に
、
日

高
山
脈
の
豊
か
な
自
然
と
そ
れ
を
破
壊
す
る
道
路
計
画
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
写
真
展
・
集
会
。
署
名
活
動
を
行
な
い
、
さ
ら
に
本
計
画

が
か
か
え
る
矛
盾
。
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
行
政
改
革
の
失
面
に
立
つ
北
海
道
開
発
庁
は
、
不
況
克
服

の
柱
と
し
な
が
ら
、
同
庁
の
延
命
を
は
か
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
・
卜
と
し

て
、
こ
の
計
画
を
推
し
進
め
、
北
海
道
庁
も
ま
た
行
政
機
密
の
厚
い
ガ

ベ
と
多
数
の
議
会
勢
力
を
借
り
て
、
十
月
二
十
八
日
、
道
々
認
定
の
議

会
決
議
を
強
行
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
至
る
経
緯
と
主
な

論
点
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
時
点
で
の
ま
と
め
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
私
た
ち
の
二
年
間
の
活
動
を
共
通
の
認
識
と
す
る

た
め
で
あ
り
、
今
後
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
道
路
反
対
の
運
動
を
よ

り
強
固
に
す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
（
事
務
局
）
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北海道歳これをアセスメント条例5条に準じ公告，縦覧に供す

北海道庁，アセスメント条例7条に準じ説明会を開催

(開催ケ所＝静内町，中札内村）

北海道庁，アセスメン,卜条例6条に準じ，住民の意見il；をしめきる。

北海道庁，アセスメント条例9条に準じ公聴会を開催（開催ケ所＝静内

町，中札内村）

5奔2月4日

5日

55年3月6日

55年3月28日

1 ．開発道路静内・中札内線の道々認定に至る経緯

1）

S

主な記録

30年頃

40年

日勝関係町村より道路の開発要望でる。

関係市町村による「日高中央道路開発期成会」が発足，予算要求を始め

る。

北海道開発局，静内・中札内ルートについて開発効果の予測調査実施

(46年まで継続)。

北海道開発局，同ルートについて路線整備計画調査を実施。

北海道開発局同ルート周辺について， 「自然環境基礎調査」をつぎの

とおり実施。

航空写真による地形・地質の把握

地形・地質，植生の調査

動物についての調査

全体調査の取りまとめ

Ｉ
Ｉ
Ｅ
ｉ
‐
１
１

55年1月 北海道庁，生活環境部長の私設諮問機関として環境影響評価検討会議を

設置（条例上は審議会となるが，検討会議の性格はきわめてアイマイ）。 45年

55年2月 検討会議，第1回の会議を開催，委員長に伊藤浩司氏を選任。以後5回

の検討をおこなう。

１
１

47年

49年

55年7月30日 検討会議，第5回会議で意見をとりまとめ報告番を生活環境部長宛提出。

現状調査の再調査，評価の追加，附帯意見として国定公園との係り， ま

た札内川における多目的ダムとの整合性など指適される。

49

50～52

53

ｂ
Ⅱ
■
Ｉ
■
画
■
■
■
Ⅱ
Ｆ
Ｉ

54

55年8月4日

55年9月

生活環境部長，検討会議の報告を同部長意見として土木部長に具申。

北海道知事評価書を確定。検討会議で指適された再調査，再評価につい

ては，条例解釈上確定以前に義務づけたものではない。また，アセスメ

ントの本旨論として事前評価，未然防止にならないとの批判に対しては，

長物（道路）は条例になじまない。国の予算の執行状態から，開発予算

の執行がなされないと不可能として，評価書確定後，工事の進行と併行

した調査をおこなうとする。

７
１ 北海道開発庁， 「事業計画概要」「自然環境基礎調査」味定稿と推定さ

れる内部資料であり非公開）を提示し，開発道路の新規採択について道
の同意を求める。

道，調査結果から判断し，環境に支障なしとして，同意。

この間，開発調整部が主幹し施業主体の土木部と環境サイドの生活環境
部の間において意見調整するが，土木部の意向が知事部局に反映された
もよう。

北海道開発庁，開発道路静内．中札内線の計画概要作成（内部資料とし
て非公開， 53年12月道に提示した事業計画概要と同一か否かは不明）。
北海道開発予算新規採択として，調査費500万円計上。

53年12月27日
’

0 12月28B

’
1

55年9月29日

10月28日

第3回定例道議会に道々認定案件として提案

建設常任委員会，公害対策特別委員会の合同審議を経て，本会議で賛成

多数で案件を可決。

53年月

54年

堂垣内知事道議会の質問に答え，義務づけられていないが「道アセス
メント条例の趣旨を踏まえて環境保全をはかる」即ち実態として条例を
準用すると答弁。

54年2月

北海道庁，道に対し環境影響評価書を提出（条例4条の1）。55年1月
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●
、

計
画
は
、
北
海
道
に
お
け
る
主
要
港
湾
で
あ
り
、

工
業
の
中
核
都
市
で
あ
る
釧
路
、
苫
小
牧
を
位
題
づ

け
、
こ
れ
を
結
ぶ
中
央
玄
関
ル
ー
ト
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
事
実
は
、
距
離
的
に
も
短
縮
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
（
図
Ⅱ
２
）

釧
路
・
苫
小
牧
間
を
、
国
道
二
七
四
号
線
（
通
称

日
勝
道
路
）
経
由
で
三
一
六
キ
ロ
。
道
々
大
樹
・
浦

図＝2

旦
聿
。
苣
央
を
結
ぶ
炬
離
の
短
縮
に
な
る

Ｈ
開
発
計
画
の
個
別
の
矛
盾

北
海
道
開
発
局
が
示
す
「
日
高
中
央
横
断
道
路
開
発
概
要
」
、
北
海
道
庁
の
「
ア
セ
ス

メ
ン
ト
要
約
版
」
に
よ
る
個
別
の
矛
盾
に
つ
い
て
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。

閃
開
発
政
策
と
し
て
の
整
合
性
に
欠
け
る

ま
た
個
別
の
計
画
と
し
て
の
大
規
模
林
業
圏
開
発
事
業
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
さ
い

き
ん
で
は
開
発
庁
の
地
域
総
合
琿
境
圏
の
展
開
栂
想
、
あ
る
い
は
国
鉄
の
整
備
計
画
な
ど

と
の
関
連
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
開
発
を
め
ぐ
る
政
策
と
の
整
合
性
は
、
大
規
模
開
発
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
要
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
討
蟻
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

開
発
道
路
の
計
画
は
、
多
く
の
矛
盾
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

利
用
計
画
等
と
の
整
合
性
が
も
と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
開
発
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
と
の
整
合

性
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
海
道
の
開
発
、
と
り
わ
け
日
高
山
脈
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
三
全
総
、
北
海
道
新
長

期
発
展
計
画
な
ど
の
ほ
か
、
関
連
す
る
指
標
と
し
て
国
土
利
用
計
画
、
森
林
施
業
計
画
、

水
資
源
利
用
計
画
、
治
山
・
治
水
整
備
計
画
、
道
路
整
備
計
画
、
港
湾
整
備
計
画
、
公
園

計
画
は
、
鯉
業
資
源
の
開
発
、
道
東
の
農
産
物

（
生
鮮
用
馬
鈴
し
よ
、
タ
マ
ネ
ギ
）
の
主
要
な
輸
送

経
路
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
開
発
、
農
業
発
展
（
林
業
も
同
）

と
道
路
の
必
然
性
は
き
わ
め
て
う
す
く
、
農
業
振

興
に
は
、
農
業
生
産
に
必
要
な
固
有
の
政
策
こ
そ

重
要
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
輸
送
経
路
と
し
て
も
可
能
性
は
う
す
い

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
段
の
開
発
の
意
義
の
中
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、

馬
鈴
し
ょ
・
タ
マ
ネ
ギ
を
例
に
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

道
東
一
円
の
馬
鈴
し
よ
、
タ
マ
ネ
ギ
の
道
外
移
出

に
あ
た
り
、
国
鉄
利
用
率
低
下
を
含
め
主
要
経
路
に

な
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
石
油
価
格
の
高
騰
の
折
、

河
線
経
由
三
二
六
キ
ロ
。
計
画
線
経
由
で
三
三
○

キ
ロ
と
な
り
ま
す
。
し
か
も
計
画
線
地
域
は
地
形

が
急
峻
な
山
岳
地
、
極
め
て
脆
弱
な
地
質
、
冬
期

間
六
ケ
月
は
豪
雪
の
た
め
不
通
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
含
め
る
と
、
距
離
短
縮
な
ど
瞼
外
で
あ
り

ま
す
。

北
海
道
海
発
局
の
開
発
道
路
概
要
書
に
よ
る
と
道

路
開
発
の
意
義
と
し
て
六
点
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

側
道
東
か
ら
道
央
の
苫
小
牧
一
円
へ
の
中
央
玄
関

口
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。

②
日
高
管
内
最
大
の
商
業
機
能
を
も
つ
静
内
町
の

発
展
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
。

③
中
札
内
ｌ
静
内
両
町
村
間
の
交
流
、
農
林
資
源

の
開
発
・
管
理
と
畜
産
団
地
の
形
成
・
観
光
素
材

の
提
供
。

側
静
内
町
の
木
材
系
地
方
資
源
型
工
業
に
と
っ
て
、

十
勝
地
方
か
ら
の
原
料
搬
入
ル
ー
ト
と
な
る
。

⑤
道
東
一
円
の
馬
鈴
し
よ
、
玉
ね
ぎ
の
道
外
移
出
、

特
に
苫
小
牧
港
へ
の
輸
送
経
路
と
な
る
。
（
国
鉄
の

利
用
比
率
低
下
に
伴
い
）

⑥
道
路
密
度
の
低
い
日
高
地
方
で
は
、
地
域
開
発

整
備
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
。

次
に
北
海
道
土
木
部
編
集
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告

書
要
約
版
で
は
、
道
路
の
意
義
を
五
点
あ
げ
て
い
ま

す
。

⑩
道
路
密
度
上
、
北
海
道
は
全
国
の
約
二
分
の
一

で
あ
る
こ
と
か
ら
幹
線
道
路
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
。

②
十
勝
・
日
高
両
生
活
圏
の
距
離
の
短
縮
が
図
ら

れ
る
。

③
幹
線
道
路
は
互
い
に
補
い
あ
う
必
要
が
あ
る
。

剛
交
通
運
輸
サ
ー
ビ
ス
の
過
疎
が
解
消
さ
れ
る
。

⑤
苫
小
牧
を
中
心
と
す
る
道
央
と
道
東
を
結
び
つ

け
、
沿
道
町
村
の
開
発
に
多
く
の
効
果
が
あ
る
。

生
鮮
野
菜
の
輸
送
に
は
、
北
海
道
庁
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
方
針
に
そ
っ
て
国
鉄
利
用
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

現
に
利
用
状
況
は
表
Ⅱ
１
で
示
す
よ
う
に
国
鉄
に
傾

斜
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
依
存
は
、
浪
費
時
代
の

延
長
で
あ
り
、
交
通
政
策
的
に
は
国
鉄
の
見
通
し
と

効
率
的
利
用
に
つ
い
て
、
地
域
の
開
発
政
策
や
資
源

の
対
外
依
存
の
現
状
を
脱
却
す
る
立
場
か
ら
も
本
格

的
に
検
討
す
べ
き
で
す
。

さ
ら
に
、
道
東
の
タ
マ
ネ
ギ
生
産
量
で
す
が
、
九

五
％
は
網
走
管
内
で
、
わ
ず
か
五
％
が
十
勝
管
内
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
北
見
地
方
の
タ
マ
ネ
ギ
が
、

計
画
線
を
経
由
し
て
輸
送
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
道
路
密
度
を
全
国
に
近
づ
け
る
と
い
う

点
で
は
、
画
一
的
に
本
州
と
比
較
す
る
こ
と
事
態
に

誤
り
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
の
人
口
密
度
は
本
州
よ

り
は
る
か
に
低
く
、
広
大
な
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
で

本
州
並
の
道
路
密
度
を
望
む
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ

ど
こ
に
行
っ
て
も
道
ば
か
り
の
様
に
な
り
ま
す
。

北
海
道
は
本
州
と
は
異
な
っ
た
種
々
の
条
件
を
生

か
し
た
、
独
自
の
交
通
体
系
（
交
通
網
）
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

開
発
道
路
の
意
義

’

－6－
－7－
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さ
れ
ま
し
た
が
、
道
は
「
た
ま
た
ま
Ｏ
Ｄ
調
査
の
中

で
０
と
い
う
数
字
が
出
た
だ
け
で
あ
る
。
」
と
い
う
、

子
供
だ
ま
し
の
答
弁
で
終
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交

通
畷
予
測
も
、
開
発
道
路
の
基
準
を
満
す
上
で
、
さ

ら
に
開
発
予
算
を
つ
け
る
際
の
亜
要
な
基
礎
デ
ー
タ

で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

次
に
、
計
画
線
日
歴
八
九
六
台
中
．
四
九
形
は
道

央
Ｉ
十
勝
に
経
路
を
求
め
る
車
両
で
す
が
、
同
道
路

の
利
便
性
か
ら
し
て
疑
問
で
す
。
よ
り
早
く
、
安
全

な
日
勝
道
路
が
あ
り
な
が
ら
Ｉ
。

表－2 表－1 エネルギー危機と輸送体系の変化(9月期）

馬れいしよ （％） 玉ねぎ (％）予測交通量の矛盾 (台／日）

’
乗 用 普通貨物小型街物 計ﾉく ス

中央横断道路 591 664 235 896

国道274号(日勝） 2，729 216 1,531 1,395 5,871

！ ’

’
浦河・大樹線 347 56 4074 0

’国道236号(えりも） 136 0 42 0 178

同
地
域
に
は
、
“
年
開
通
予
定
の
開
発
道
路
浦
河
ｌ
大
樹
線
が
あ
り
、

国
鉄
石
勝
線
も
近
々
開
通
と
な
り
ま
す
。
現
在
よ
り
、
日
高
山
脈
を
横

断
す
る
道
路
（
山
脈
の
南
部
）
と
鉄
道
（
北
部
）
が
各
一
本
増
す
わ
け

で
す
。
さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
、
北
海
道
庁
は
長
距
離
、
大
鎧
輸
送
の

股
産
物
等
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
利
用
を
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
計
画
線
の
目
的
は
消
滅
し
ま
す
。

北
海
道
開
発
庁
が
、
新
規
投
資
を
呼
ぶ
道
路
に
血
道
を
あ
げ
る
一
方

で
、
国
鉄
が
道
内
二
六
線
切
捨
て
ら
れ
る
な
ど
は
、
総
合
交
通
政
策
上

か
ら
み
て
も
ナ
ン
セ
ン
ス
と
い
え
ま
す
。

’3,803 224 7，352計 1,695 1,630

仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
全
十
勝
地
区
の
道
央
圏

に
乗
り
入
れ
る
車
両
予
測
が
明
確
に
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

け
開
発
道
路
の
選
定
の
矛
盾

前
項
で
指
摘
し
た
矛
盾
は
、
開
発
道
路
選
定
に
あ

た
っ
て
の
基
本
的
な
矛
盾
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

路
線
の
認
定
基
準
に
照
ら
し
て
も
当
然
矛
盾
を
も
っ

て
い
ま
す
。

即
ち
、
昭
和
二
十
九
年
建
設
省
道
路
局
長
通
知
に

よ
る
開
発
道
路
の
選
定
基
準
（
狸
ペ
ー
ジ
の
資
料
１

１
参
照
）
、
四
十
六
年
同
局
長
通
達
に
よ
る
都
道
府
県

の
路
線
認
定
基
準
と
の
関
係
も
あ
き
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

〃
開
発
道
路
〃
と
名
が
付
く
限
り
、
明
確
な
開
発
効

表－3

表-Iの交通量を、中央横断道路の台/日
896台について経路別に分類 （(台／日）|’

交汕I81 比 蒔く

|’
遊南一｜･勝 43 4．8

遊央一一一・| ･勝 139 49．0

II1|冊－1 勝 327 36．5

日商一釧路 87 95

‘;1 896 100．0

国
札
内
川
ダ
ム
を
め
ぐ
っ
て

同
計
画
線
の
通
過
地
で
あ
る
札
内
川
（
十
勝
川
）

に
は
、
帯
広
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
生
活
用
水
確
保

を
目
的
に
、
多
目
的
ダ
ム
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

開
発
予
算
の
点
で
は
、
ダ
ム
は
既
に
実
施
調
査
予

算
の
要
求
段
階
（
五
十
六
年
度
開
発
予
算
で
認
め
ら

れ
る
可
能
性
が
大
き
い
）
に
あ
り
、
ダ
ム
の
開
発
が

す
す
め
ば
、
道
路
の
路
線
決
定
は
不
可
能
と
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
（
代
替
道
路
案
も
不
明
の
ま
ま
）

い
ま
だ
同
一
事
業
主
体
で
あ
る
開
発
庁
の
中
で
も
、

こ
の
不
整
合
は
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

果
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
計
画
線
は
前

述
の
多
く
の
矛
盾
と
問
題
か
ら
、
値
す
る
も
の
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
矛
盾
を
な
ん
ら
考
慮
し
な
い
計

画
は
、
交
通
量
予
測
の
点
で
も
、
計
画
線
の
産
業
的

価
値
を
誇
大
に
拡
大
し
、
作
為
的
な
交
通
量
予
測
を

た
て
て
い
ま
す
。

計
画
線
開
削
に
と
も
な
う
交
通
量
の
将
来
予
測
（
昭

和
六
十
二
年
）
は
表
Ⅱ
２
．
表
１
３
で
示
す
と
お
り

で
す
。

浦
河
。
大
樹
線
の
乗
用
車
乗
り
入
れ
比
率
は
八
十

五
・
三
％
と
異
常
に
高
く
、
普
通
貨
物
は
０
で
す
。
国

道
二
三
六
号
線
も
同
様
で
、
こ
の
両
線
が
年
間
貨
物

車
０
の
論
拠
が
全
く
不
明
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
作
為
的
に
計
画
線
の
産
業
用
ウ
ェ
イ
ト
を
高
め

る
こ
と
に
作
用
し
て
い
ま
す
。
（
表
１
２
北
海
道

開
発
局
「
開
発
道
路
概
要
書
」
か
ら
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
議
会
で
も
問
題
に

北
海
道
と
東
京
を
結
ぶ
最
短
港
湾
で
あ
る
十
勝
港

（
３
ペ
ー
ジ
表
１
１
参
照
）
は
、
第
六
次
港
湾
整
備
計

画
（
昭
和
五
十
六
～
六
十
年
）
に
よ
る
と
、
二
万
ト
ン

バ
ー
ス
の
完
成
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
道
東
圏
の
物
流
は
、
釧
路
港
プ

ラ
ス
十
勝
港
と
な
り
、
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
そ
れ

だ
け
、
苫
小
牧
港
へ
の
物
流
は
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

港
湾
政
策
か
ら
み
て

、△
ガムイエク

1．札I jj

Jj樋U

ウチカウシ

ヒノ汎

△
コイカクシュ･ナッナイ届

’
1

’

札内ダム

△

ヤオリマ矛フ胴

I ？250.000

0 5
9 -」
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1Iil 鉄

トラ･ソク

S53

36．2

63．8

100．0

S54

49．9

50．1

100．0

国 鉄

トラック

S53

31．8

68．2

1叩.0

S54

66．7

33．3

100.0



く
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
日
高
山
系
は
、
電
源
開
発
・
砂
防
ダ
ム
・
水
資
源
ダ
ム
・
大
規
模
林
業

圏
開
発
・
道
路
要
望
な
ど
多
く
の
開
発
霧
業
が
は
り
つ
く
反
面
、
国
定
公
剛
・

保
安
林
な
ど
の
保
謹
上
の
網
が
か
ぶ
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
葱
味
で
は
、
条
例
・
正
ハ
条
の
「
特
定
地
域
」
の
指
定
を
お
こ
な
い
、
総

体
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
災
施
を
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ズ
サ
ン
な
評
価
書

轌
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
土
木
部
か
ら
提
出
さ
れ

た
評
価
番
は
、
検
討
会
議
の
報
告
番
で
も
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
現
状
調
査
報
告
書
的
な
も
の
で
あ
り
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
主
旨
で
あ
る
予
測
・
対
策
を
欠
く

も
の
で
し
た
。

議
会
を
は
じ
め
特
に
指
摘
さ
れ
た
点
は

一
、
動
物
の
調
査
時
期
が
適
切
で
な
い
な
ど
、
現
地

調
査
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

二
、
地
形
・
地
質
に
つ
い
て
は
机
上
調
査
で
あ
り
、

現
地
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
特
に
、
当
地
域

本
計
画
線
に
対
す
る
環
境
影
響
評
価
（
以
下
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
は
、
現
行
で
は
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
（
道
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
に
よ
る
対

象
事
業
と
し
て
の
道
路
は
、
自
然
環
境
保
全
法
・
自

然
公
園
法
等
に
よ
り
指
定
す
る
特
別
地
域
等
に
お
け

る
新
設
又
は
政
策
で
、
幅
員
が
五
・
五
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
）

但
し
、
国
定
公
園
指
定
が
な
さ
れ
、
保
謹
地
域
の

区
分
指
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
当
然
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

対
象
事
業
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
知
事
は
、
公
園
指
定
を
先
行
さ
せ
、
条

例
上
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
を
よ
そ
に
、
道
路
優
先
を
強
行
し
、
形
ば
か

り
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ゴ
マ
カ
シ
の
条
例
運
用

北
海
道
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
は
、
単
な
る
開
発
の

手
続
き
行
為
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
日
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
こ
の
条
例
す
ら
櫛
抜
き
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

評
価
番
確
定
の
在
り
方
の
矛
盾
、
ま
た
長
物
（
道

路
の
こ
と
）
は
条
例
上
の
取
扱
い
と
し
て
不
可
能
と

し
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
主
旨
で
あ
る
事
前
評
価
・

未
然
防
止
の
原
則
を
完
全
に
ホ
ゴ
に
し
た
こ
と
で
吏

道
路
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
不
可
能
と
の
発
言
は
、
と

は
活
断
層
・
破
砕
帯
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

評
価
・
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
水
質
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
ず

不
十
分
で
あ
る
こ
と
。

四
、
大
気
排
ガ
ス
に
つ
い
て
の
評
価
。
対
策
が
な
い
。

五
、
洪
水
。
な
だ
れ
・
地
す
べ
り
・
地
下
水
等
に
つ

い
て
の
評
価
・
対
策
が
な
い
。

六
、
評
価
対
象
は
、
全
線
七
五
キ
ロ
と
す
べ
き
で
あ

る
Ｏ

七
、
札
内
川
ダ
ム
と
の
整
合
性
が
な
い
。

等
々
、
評
価
書
不
十
分
。
再
調
査
。
再
評
価
の
レ
ッ

テ
ル
を
は
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
あ
く

ま
で
無
視
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

（
検
討
会
議
の
意
見
響
は
妬
・
的
ペ
ー
ジ
の
資
料
２
参

昭
ｃ

(静内川の高見ダム工事現場・計画線の起点となります)’

2日高山脈えりも国定公園指定に至る経緯

1） 日高山脈は，昭和46年自然環境保全審議会（公園審議会）の答申を経て全国

8ケ所の1つとして国定公園候補地の指定を得た。

2） 北海道知事は，これまで9年間道路との相対関係を重視し，公園の知事意見

の申し出を見送ってきた。

3） 昭和54年開発予算の採択によって急速に開発道路の計画が具体化し，これに

ともない，公園計画も具体化してきたものである。

4） 9月27日，環境庁に申し出た知事案の概要は別表であるが，開発道路につい

ては，公園の利用と直接関係のないことを理由に，計画案から除外している。

情
報
非
公
開
を
つ
ら
ぬ
く

一
般
道
民
は
お
ろ
か
、
検
討
会
議
・
道
議
会
に
対

し
て
も
、
開
発
の
是
非
を
民
主
的
に
討
議
す
る
た
め

の
基
礎
に
な
る
、

自
然
環
境
基
礎
調
査

開
発
計
画
書

路
線
整
備
計
画
書

開
発
効
果
予
測
調
査
書

路
線
選
定
調
査
書

な
ど
の
資
料
は
、
全
て
行
政
の
内
部
資
料
と
し
て
非

公
開
に
終
止
し
ま
し
た
。

審
議
会
（
検
討
会
議
）
も
、
最
高
決
議
機
関
で
あ

る
議
会
も
、
材
料
の
な
い
ま
ま
で
、
莫
大
な
税
金
を

つ
か
う
道
路
是
非
の
判
断
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

情
報
公
開
法
の
実
現
が
さ
け
ば
れ
る
今
日
、
そ
の

ひ
ず
み
が
日
高
道
路
問
題
に
も
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
定
地
域
の
指
定
を

開
発
の
免
罪
符
と
い
わ
れ
る
現
行
ア
セ
ス
メ
ン
ト

条
例
に
お
い
て
も
、
そ
の
運
用
は
、
条
例
の
目
的
に

述
べ
ら
れ
る
「
良
好
な
環
境
の
確
保
」
に
全
力
を
つ

り
も
な
お
さ
ず
、
条
例
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
意
見
書
提
出
後
、
公
聴
会
陳
述
後
の
意

見
の
取
り
扱
い
方
が
不
明
瞭
で
圭
兆
（
反
対
意
見
書
・

九
通
、
賛
成
・
一
通
、
公
聴
会
で
は
四
分
の
三
が
反

対
の
意
見
陳
述
。
）

－11－
－10－

－」 －－
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日高山脈えりも国定公園（仮称）区域内の
道路予定ルートの概要

日高山脈えりも国定公園（仮称）区域図

凡

日高山脈えりも国定公園

（仮称)区域図

総面概

特別保護地区

第1種特別地域

第2種特別地域

第3種特別地域

普通地域

103,447h0

19,496hu

51,413hO

18,387h0

13.733hQ

418hQ
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I

資料の
薩料の2

昭和55年7月30日
2． 関発必要地内の道々および町村道で未開

発資源の内その主目標となるものを運搬し

その新設又は改築を必要とする支線道路。

但し． これらは公共性の強いものに限る。

3． 開発能力が高く特に未開発資源豊富な町

村内の道々及び町村道で．未開発資源の内

その主目標となるものを運搬するために必

要であり． しかもそれらの新設又は改築に

当って最少限度の工事規模が大なる道路．

但し． これらは主目標となる資源の開発が

特に緊急を要する場合に限る。

4． 地域開発計画が決定された地区内の道々

で．資源開発のため必要であり． しかもそ

の新設又は．改築に当って最少限度の工事

規模が大なる道路。

5． 開発団地に達する開拓幹線道路。

開発道路とは北海道生活環境部長

北野真一殿

静内中札内線（仮称）環境

影轡評価4F検‘;寸会鍍

委u1と伊藤浩司

昭和55年2月13日，貴職から検討依頼のあった静内中札内線（仮称）環境彫稗評価IIFについ

て， この道路が国定公園の指定が予定されている優れた自然を有する地域を通過することに鑑

み，慎重に検討を行った結果，特に意見を述べる必要があると思料した点につき下記の意見に

至ったので，当検討会議における検討の経過を添附して報告する。
なお，附帯意見については，今後計画を進めるに当たって，特に配慮すべき1噸であると考

えられるので，適切に対処願いたい。

開発道路とは、道々および北海道の区域内

のI1j町村道で建設大臣が北海道開発のため特

に認め．あらかじめ道知事の意見を聞いて路

線名．およびIx間を告示することによって指

定し、新投・改築・維持修繕および災害復旧

等の管理に関することを本来の道路管理者に

代って行なうことができる画と定義される。

(道路法第88条．法施令第32条．同33条．同

34条)。ここで建投大臣が北海道開発のため．

特に必要と認める基準は､昭和29年道発第212

号道路局長から北海道開発局長あての開発

道路の選挙基準について画により定められて

いる。

記

第1 現状鯛査に係るもの

1 現状調査については，動物，植物の種名と亜種名の区別が不明確であるなど・評価書の

記述に間違いが多いので， これを修正する必要がある。
2動・植物の現地調査については，特に動物の調査の時期が適切でないなど，計画地の現

地調査が必ずしも十分になされているとはいい難いので，今後， より詳細な調査を実施す
る必要がある。

3地形，地質に係る現状調査は，概査程度にとどまっているので，今後，路線沿い及びそ
の周辺の地形・地質条件について，より詳細な調査を実施する必要がある。
4河川の水質については，札内川の測定データが不足しているなど，現況のは握が必ずし
も十分なされているとはいい難いので，今後，必要な調査を行うべきである。

第2 予測，対策及び評価について

1 予測に当たっては，山地に手を入れることによって生ずる土地，水，植物及び動物に及
ぼす連鎖反応的な影響並びに洪水，崩壊，地すべり，なだれ，土石流等を発現せしむる異
常な降雨，積雪，地震等について十分考慮する必要がある。
2影響予測の対象項目に， 自動車排出ガスによる大気汚染など道路の連用に伴う諸問題が
取りあげられていないが，特に影響予測を行わなくても問題ないとするならば，予測の対
象としなかった根拠を評価書に追加すべきである。
3 工事のための仮設道路及びその他の関連施設について記述がないが， これに対する考え
方を評価書に追加すべきである。

4工事の実施設計を作成するに当たっては，治山，砂防の工法等を取り入れるなど自然破
壊の防止に配慮する必要がある。

附則

前号に掲げるものの外．現在（昭和30年

度）開発道路として工事施行中のものは．

当該工事が最小限度完了するまでの間及び

国が施策上特に必要と認めた主要道々は当

分の間、開発道路とする。

注＝前文2行文について

道々に昇格させてからでなければ.､開発

道路蝋の選定をうけられません。

日高中央横断道路は． まだ道々認定をう

けていません。

開発道路の選定基準に
ついて この他、開発道路の指定及び解除の経緯が

ありますが．前文を資料として記載しました。

道路法施行令に規定する、道々および道の

区域内の市町村道で建設大臣が開発のため特

に必要と認めて指定するもの蝋選定基準は次

のとおりです。

日高中央横断道路を開発道路と計画したこ

とについては．近日中に開発主体である．北

海道開発局と話し合う予定です。こうした選

定基準．並びに計画目的等の矛盾は時間をか

け議論する必要力§あるとともに．行政は住民

に対し、誠意ある対応をしなければなりませ

ん。

1. 開発能力が低く未開発資源豊富な町村

（以下これらを開発必要地という）を2つ以

上連絡する主要道々で．未開発資源の内そ

の主目標となるものを運搬するために必要

な幹線道路。
附帯意見

l 国定公園の指定を予定している区域を含む28.8kmの区間について環境影響評価を行って
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I

全
国
的
に
そ
の
是
非
が
論
じ
ら
れ
る
中
で
、
私
た
ち

は
本
計
画
に
対
す
る
中
札
内
村
村
民
の
意
識
調
査

（
戸
数
で
全
戸
の
四
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
行
な
っ
た
。

▼
目
的

道
路
の
是
非
に
つ
い
て

中
札
内
村
は
、
こ
れ
ま
で
本
計
画
を
全
村
民
の
総

意
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
必
要
性
を
叫
び
続
け

ｌ
中
札
内
村
村
民
の
意
識
調
査
報
告
ｌ

日
高
中
央
横
断
道
路
計
画
は
こ
れ
ま
で
、
地
元
静
を
知
ら
さ
れ
ず
、
た
だ
一
部
の
開
発
推
進
を
主
張
す

い
ゃ
、
。

内
町
、
中
札
内
村
両
町
村
の
十
三
年
来
の
悲
願
で
あ
る
者
に
よ
っ
て
押
し
進
め
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
ヵ

リ
、
総
意
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
極
端
な
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
中
札
内

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
の
反
対
者
も
い
な
い
村
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
運
動

と
ま
で
言
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
に
と
っ
て
、
〃
知
る
こ
と
。
知
ら
せ
る
こ
と
〃
の
大
切

で
”
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
“
と
い
う
素
朴
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
す
。

な
疑
問
か
ら
、
若
い
会
で
あ
る
帯
広
畜
産
大
学
自
然
さ
ら
に
、
調
査
結
果
に
み
る
よ
う
に
反
対
者
が
一

保
護
研
究
会
が
、
中
札
内
村
の
意
識
調
査
を
行
な
い
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
路
計

こ
の
ほ
ど
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
画
に
つ
い
て
、
広
範
な
人
々
に
よ
る
、
時
間
を
か
け

今
回
の
意
識
調
査
は
、
大
規
模
開
発
に
対
す
る
住
た
論
議
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
一
見
あ
た
り
ま
え

民
の
生
の
声
を
聞
く
と
い
う
点
で
、
さ
ら
に
、
十
勝
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
の
種
の
民
主
的
話
し
合
い
は

圏
に
お
け
る
中
札
内
村
の
生
活
、
勤
行
の
実
態
の
一
今
日
ま
で
あ
ま
り
多
く
は
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国

部
を
知
る
と
い
う
点
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
し
ょ
定
公
園
予
定
地
と
い
う
、
い
わ
ば
国
民
の
財
産
で
あ

彦
つ
。

る
日
高
で
、
道
路
計
画
の
是
非
を
含
め
十
分
な
論
議

こ
れ
ま
で
開
発
は
、
そ
の
実
態
（
計
画
の
詳
細
）
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

の環境影響評価の趣旨

村
民
の
総
意
で
は
な
か
つ
だ
道
路
計
画

α
す
読

図
腫
閲

公
配
の

疋
分
ム

国
‐
ｒ
グ

’

FH面 桔

、

受
け
と
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
道
路
の
必
要
性
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

▼
調
査
方
法

期
間
Ⅱ
一
九
七
九
年
十
一
月
十
七
・
二
十
三
日
。

十
二
月
二
・
九
・
十
六
日
の
計
五
日
間
。

調
査
員
Ｉ
の
べ
五
十
三
名

調
査
方
法
Ⅱ
戸
別
訪
問
に
よ
る
口
頭
質
問
（
地
域
無

て
き
て

’

差
別
）

調
査
内
容

側
計
画
を
知
っ
て
い
る
か
。

⑭
道
路
の
ル
ー
ト
を
知
っ
て
い
る
か
。

⑧
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
か
。

剛
現
在
交
通
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
か
。

⑤
道
央
圏
・
道
南
圏
に
は
年
間
何
回
位
い
く
か
。

⑥
大
樹
・
浦
河
線
を
知
っ
て
い
る
か
。

▼
調
査
結
果

調
査
対
象
数
Ⅱ
四
二
二
人

男
Ⅱ
一
九
八
人
（
四
六
・
九
％
）

女
Ⅱ
二
二
四
人
（
五
三
・
一
％
）

年
令
構
成

一
○
代
Ⅱ
二
六
人
（
八
・
三
％
）

二
○
代
Ⅱ
四
八
人
（
一
五
・
三
％
）

三
○
代
Ⅱ
七
一
人
（
二
二
・
七
％
）

四
○
代
Ⅱ
六
七
人
（
二
一
・
四
％
）

五
○
代
Ⅱ
五
五
人
（
一
七
・
六
％
）

六
○
代
Ⅱ
二
八
人
（
八
・
九
％
）

七
○
代
Ⅱ
一
五
人
（
四
・
八
％
）

八
○
代
Ⅱ
三
人
（
一
・
○
％
）

職
業
別

主
婦
Ⅱ
一
二
五
人
（
三
一
・
二
形
）

農
業
’
八
五
人
（
二
一
・
二
％
）

公
務
員
Ⅱ
五
三
人
（
一
三
・
二
％
）

会
社
員
Ⅱ
四
二
人
（
一
○
・
五
％
）

自
営
業
Ⅱ
三
三
人
（
八
・
二
％
）

中
高
生
Ⅱ
二
二
人
（
五
・
五
％
）

団
体
職
員
Ⅱ
二
○
人
（
五
・
○
影
）

－17－ －16－

L 一

調
査
結
果
報
告

年月 日 区 分 検 討 内 容 等

55･ 2 ･ 13

55･ 3･ 18

55･ 4 ･ 19

55．5．26

55．6． 5

1

6 ．13

55．7．30

第1他l検討会談

第2何検討会議

第3回検討会議

第4回検討会議

現地視察

第5回検討会議

l 環境影響評価について（説明）

2 主な検討事項

(1) 手続きにおける関係地域の範囲等について

(2)動物の現地調査の時期など現状調査の内容について

(3) 人の入り込みが多くなることによって起こる二次的
な影響について

(4) 評価番の記述内容の間違いについて

1 委員長選出

2 住民等意見及び意見に対する考え方について
3 主な検討事項

(1) 日高道路と社会的アセス メントとの関連について

(2) 水質及び動・植物の現状調査の内容について
(3) アセスメント対象区間（公園予定地域）以外の区間

の環境保全対策について

1 公聴会の公述人の意見及び意見に対する考え方につい
て

2 国定公園の指定について（説明）
3 主な検討事項

(1) 自動車排出ガスによる大気汚染の予測について
(2)評価書の記述間違いの訂正について

1 第1回～第3回検討会議における各委員の意見につい
て

2札内川における多目的ダム計画とアセスメントの関係

について

第1班2名静内町及び中札内村の道路建設予定地域
第2班6名 〃 〃

第3班 1名静内町の道路建設予定地域

検討会議の意見のとりまとめ



▼
調
査
結
果
の
概
要

側
の
質
問
に
対
し
て
、
知
っ
て
い
る
は
九
四
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
ほ
ぼ
全
体
的
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
計

画
内
容
中
最
も
基
本
と
な
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
全

体
の
四
分
の
一
以
上
は
知
ら
な
い
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
計
画
ル
ー
ト
・
目
的
・
社
会
経
済

効
果
・
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
等
、
多
く
の
村
民

に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

⑧
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
必
要
で
あ
る
と
答
え

た
者
三
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
。
否
と
答
え
た
街
一
五
。

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
必
饗
で
あ
る
か
否
か
の

断
定
的
な
意
志
表
示
の
他
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
、
な

い
よ
り
あ
っ
た
方
が
良
い
と
す
る
消
極
的
意
見
は
三

三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
凋
査
目
的
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
全
村
民
の
総
意
と
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
凋
査
結
果
は
断
定
的
意
志
表

示
を
し
た
者
の
う
ち
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
は
反
対
の
意

志
炎
示
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
点
は
、
剛
の
項
で
現
状
で
不
便

(3)－2，必要性を感じているか（職業別）

a b c d e fl"

(2)－1 どこまで通じるかを知っているか 無
職
Ⅱ
二
一
人
（
五
・
二
％
）

一
一
一
頭
↑
鯛
洲
剛

全体

250人

主 婦

109人
、、

全
ヨ
敗
一
婚
査
一
目
勘

、、
、

○
四
六
戸
一
匹
一
二
壱

農 業
69人

男

124人

公務員

48人

女

126人

’

ヂ
勺櫓

柚
》
己

会社員
33人

Ol%

自営業

34人 (3)－1 必要性を感じているか

a b c d e f を
感
じ
て
い
る
者
が
三
二
・
五
一

パ
ー
セ
ン
ト
。
感
じ
て
い
な
い
一

と
答
え
た
者
は
六
七
・
五
パ
ー
セ
ー

ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
中
札
内
一

か
ら
道
央
圏
以
西
に
行
く
回
数
一

に
し
て
も
、
全
く
行
か
な
い
者
一

が
一
一
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
。
三
回
一
Ｗ
．

未
満
で
は
約
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
一
誠

令
Ｇ
１

と
な
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
一
画

常
の
生
活
圏
は
帯
広
市
を
中
心
一
錘

と
す
る
十
勝
圏
内
に
と
ど
ま
つ
一
唾

以
上
の
調
査
結
果
か
ら
判
断
一
噸

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
て
、
村
民
の
意
識
の
概
括
が
一
一

考
察
で
き
た
。
こ
の
凋
査
結
果
一
山

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
方
一

自
治
体
が
計
画
す
る
開
発
行
為
一

あ
る
い
は
自
治
体
の
開
発
に
対
一

す
る
期
待
度
は
、
必
ず
し
も
村
一

氏
の
意
志
の
過
半
数
意
忠
に
も
一

、
。
』
も
今

と
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
力
一

一

あ
き
ら
か
で
あ
る
。

一

私
た
ち
は
、
こ
の
幌
火
を
ふ
一

ま
え
て
、
仰
度
凋
査
方
法
を
維
一

在
し
、
淵
在
を
火
施
す
る
考
え
一一

で
あ
る
。

一一一一

中・高隼
19人

全体

400人
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凸 ■込 凸

｡｡,
、

、
｡Q

，
、
、

、

、‐

団体議員
20人

リ）

187人

-4．8

3．2タテF タ

グ
〃

クー ターー

グ’ ／ 0
ク 1

．タ ' 0

ジグ
6ダ

ダ クク
タ＝”

M
無 職
17人

女

213人

6．6

100

a識必愛
b[弓ないよりはあった方かよい
c騨羅羅霧調ｨ､必要
dE二二二コe, Iに分けられない
e…どちらとも詩えない
Ⅲ川ⅢⅢⅢどっちでもよい，無関心

(5)－1 1年に道央以西に行く回数
一一可

7釧

当
全体

420人
全体 286人

(6)－1 大樹・浦河線が建設中であること

を知っているか(4)－1 不便を感じているか

「
－

a

全体

117人

全体

363人

67.5％

79人 ツ）

198人

男

50人

Ｊ

年
満
上

／
〃
〃
〃
〃
〃
〃

回
未
以

く 97人

12人

61人

55人

18人

6人

13人

11人

13人

彩
先
影
％
％
％
粥
％
％
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３
』
２
３
１
５
８
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４
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９
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４
３
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２
１

０
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ｍ
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●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
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ｂ
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ｄ
ｅ
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Ｉ
ｇ
Ｄ
ｎ
・
Ｉ

リ）

162人

2.0%77.2妬

125人

"

〆

女

222人
女

67人
女

201人

73.1彫

49人

幽撫蟇“ 畷知っている
「司知らない

知っている

｢可知らない

－19－
－18－

33.7や

135ノ、

》
砥
弘
一

罐
‐
躯
…
お
●
》

6．5

26

一
晒
妬
》

｜I2
1 、 ﾛ0‘

31．0も

58人 鰯 9

ｚ
シ
杉
劣
毎
死
多
瓦

lll
9
■凸

361命

77人

眠鐸･･“袋鐸

16．4も
野
■
Ｂ
ｑ
■
．
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観念』
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戸
主
弩
蝿
豐
は
、
し
ば

し
ば
鮫
も
峨
純
芯
か
た
毒
で
謹

爾
に
価
を
出
し
て
い
る
も
の

だ
。
こ
の
臼
識
山
鰔
中
垂
瀬
断

通
路
に
し
て
も
、
蝿
醜
の
穣
心

は
き
わ
塗
驫
鑪
な
一
点
ｌ

趣
竺
」
こ
に
渉
・
心
睡
が
あ
る

の
か
ｌ
で
あ
り
、
罐
苅
に
し

て
姫
挫
の
顕
獅
は
こ
れ
に
尽
き

る
。い

う
車
で
も
な
く
、
こ
の
通

路
沌
砿
に
も
し
何
の
州
螂
点
も

な
い
の
だ
っ
た
ら
、
鍵
侭
迩
で

お
列
畷
迩
で
あ
れ
、
い
く
ら

で
も
麺
れ
ば
よ
る
し
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
錨
合
Ｉ

①
ど
の
遮
艘
で
ど
ん
な
抵
失

（
マ
イ
ナ
ス
、
デ
メ
リ
ッ
ト
）

が
あ
る
か
。

②
そ
れ
で
も
な
ん
で
も
趣
行

宮
毎
邦
画
・
低
鰹
逵
が
、
な
せ

あ
る
の
か
。

③
そ
の
「
必
要
達
」
に
泌
縛

力
が
あ
れ
は
よ
し
、
も
し
な
い

蝿
合
、
そ
れ
で
は
い
っ
た
い

「
し
や
に
む
に
錘
行
」
す
る
翼

の
理
由
・
背
眠
は
何
な
の
か
。

検
繩
す
べ
き
手
噸
は
、
婬
ほ

こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
津
１
〉
『
妾
葬
登
一
九
〈
注
４
〉
臼
漉
山
賑
は
車
生
代

五
七
年
四
月
号
．
の
末
か
ら
暗
起
し
は
じ
め
た
と
み

〈
注
２
〉
「
日
海
山
深
中
窪
観
ら
れ
る
詞
幽
（
し
吟
う
き
咲
く
）

賑
逝
蹄
を
考
え
る
」
シ
ン
ボ
ジ
ウ
山
賑
で
、
宝
だ
断
鰄
連
動
を
伴
つ

ム
は
一
ハ
月
三
日
（
火
）
午
極
六
時
で
虚
些
の
過
程
に
参
亀
そ
の
譜

学
が
ら
束
璽
燕
千
代
田
区
一
審
町
品
片
岩
や
総
誕
審
な
ど
が
無
数
の

一
宝
ノ
四
、
全
面
町
軸
訳
豊
蕊
硬
砕
薪
や
砺
脚
で
轡
見
て
い
る

で
「
詞
魂
迎
剛
妃
念
シ
ン
ボ
ジ
ウ
の
で
、
航
域
や
圭
口
流
を
生
じ
や

ム
」
と
し
て
蝿
雌
主
伽
は
「
日
す
い
。

海
山
睡
暹
守
る
誕
鐡
謹
唾
《
一
」
〈
性
ら
〉
た
だ
し
維
堅
す
べ
て

（
札
娩
市
北
嘩
北
二
西
一
、
が
健
迩
に
笠
成
』
」
い
る
わ
け
で

北
海
遊
園
然
偲
鯵
セ
ン
タ
ー
内
、
は
な
い
．
帯
広
締
浬
大
が
中
札
内

冠
砿
○
二
ｌ
竺
三
’
五
竺
一
で
行
っ
た
翌
垂
に
よ
れ
握
、
現
試

国
軍
蕊
邪
海
所
は
潅
嘩
礎
ノ
門
に
不
興
奉
愈
じ
て
い
な
い
人
が
六

一
フ
八
ノ
ー
、
鹿
の
門
睡
鍵
上
七
．
五
彩
、
赦
窒
を
必
要
と
考
え

ル
金
日
奉
自
然
係
緯
嬬
会
内
一
電
歴
ろ
堂
三
・
七
％
。

○
三
’
五
○
三
’
四
八
九
六
）
．
〈
注
ｓ
〉
蝿
発
鈩
が
誘
工
す
る

〈
注
ｓ
〉
札
内
川
の
蝿
含
約
前
捉
と
し
て
、
逝
霊
《
茅
こ
の
識

三
十
年
前
に
膣
サ
ケ
の
綱
を
入
れ
を
「
逝
逓
」
に
罪
樺
蛮
る
手
津
き

て
い
た
．
を
癒
す
．

致
主
」
み
証
喜
一
士
一
亭
も
耐
の
こ
と
逗
琴
弓
碧
醗
の
北
大
牧
垂
一
岸
《
二
蚕
庵
室
（
還

人
蒄
晁
濫
異
馬
尭
昌
胃
ｌ
證
蕊
農
会
鴦
冨
零
歸
房

全
選
炭
う
幾
雷
裂
塞
１
盲
嘉
ま
し
毒
大
き
な
医
書
を
覧
喜
乞
薯
召

た
。
あ
の
誓
一
の
商
密
八
百
惚
円
と
い
え
建
今
惹
ら
お
の
唯
賦
だ
が
、
｝
一
一
蚕
｛
ず
べ
て
ド
プ

に
落
髪
一
晨
晁
爵
蝿
篭
戻
一
薑
薪
哩
碆
禧
と
い
忌
零
き
き

建
言
房
霞
彊
ご
是
三
ら
房
か
’
一
房
蕊
鴛
健
三
』
譽
、
晨

で
間
聡
と
さ
垂
へ
画
強
、
つ
軍
り
謡
た
ち
の
議
金
に
毒
。
「
鴫
発
」
部
分
に
つ
い
一
」
、
と
く
に

北
海
道
蝿
発
底
の
陶
鐸
亭
垂
弄
見
て
み
た
．

同
然
保
擢
悶
俸
悶
爆
考
蚕
つ
の
反
対
玄
。
「
日
商
産
垂
醗
除
迩
露
唖
侭
腕
“
」
の
取
付
が
中

心
だ
が
、
こ
の
造
路
塗
鯉
を
弧
く
ぼ
調
れ
べ
一
○
ほ
ど
、
蝿
発
庁
が
使
三
」
り
つ
税
金
の
巨
的

’

’

０

１

１

０

１

，

１

ｌ

ｂ

ｌ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

ｌ

ゆ

Ｐ

・

３

Ｄ

：

』

・

甲

。

今

毎

◆

も

甲

ｆ

ｐ

守

り

：

◆

■

・

■

■

●

凸

９

句

。

。

９

句

■

巳

●

。

◇

、

。

●

３

◆

◆

。

■

。

◆

●

■

ロ

●

■

■

●

●

●

弓

。

●

●

◆
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守

●

◆

Ｆ

Ｇ
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画

一
画

一図■図■

半［

口
惑
山
溌
は
、
臼
奉
に
知
さ
れ
た
短

喪
の
「
画
然
そ
の
奉
謹
の
禰
山
」
で
あ

る
。
日
諏
以
外
に
、
ひ
ど
つ
の
山
歸
が

丸
ご
と
「
あ
り
の
ま
ま
の
志
山
」
と
し

て
娘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
千
鳥
を

ソ
漣
に
蕊
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
日
本

』
底
も
畦
や
審
窪
し
な
い
。
砺
山
の
代
一
つ
識
露
保
麺
へ
の
紀
趣
）
毎
一
と
に
一
卜
）
公
聴
会
に
出
鰯
し
た
八
木
壁
号
計
面
の
咽
接
推
迦
男
士
賂
三
一
左
棉
老
鰯
召
し
た
と
α
憩
羅
惑
稚
と
丈
、
４
ｔ
！
“
剣
ｊ
１
‐
ｉ
‐
．
．

ｌ

談
と
し
て
の
日
本
ア
ル
プ
ス
の
泌
合
、
カ
ケ
ラ
も
な
い
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
日
北
大
名
番
教
蚕
（
地
筑
学
）
ば
こ
の
点
る
。
ひ
ど
つ
は
い
う
ま
で
も
な
く
北
海
「
袖
完
」
す
る
た
め
に
こ
そ
②
か
ら
⑤
手
な
ひ
と
り
歩
き
で
す
」
・
つ
雲
り
、

ま
ず
北
ア
ル
プ
ー
〈
が
大
儲
騒
元
地
篭
の
ダ
ム
に
い
え
る
こ
と
だ
が
、
十
裳
の
よ
う
馬
燭
す
る
Ｉ
迩
庁
ど
北
譜
關
発
庁
の
錐
人
、
っ
室
ま
で
の
「
那
由
」
老
奄
え
だ
し
馬
室
こ
の
農
の
目
的
は
、
ま
さ
に
叩
彪

化
に
よ
っ
て
岐
姶
塊
皐
一
寸
断
ざ
れ
て
か
露
の
ぶ
う
に
ご
く
躍
近
ま
で
サ
ケ
が
ど
滋
曄
と
誠
蝿
発
歴
が
出
し
た
ア
セ
ス
リ
「
悶
売
宮
娠
」
だ
亀
も
う
ひ
こ
つ
は
え
あ
る
。
糎
得
力
の
ま
る
で
な
い
こ
の
庁
ど
い
う
窪
廊
そ
の
も
の
に
尋
心
こ

ら
久
し
い
が
、
こ
の
よ
つ
江
麺
合
、
寂
ん
ど
ん
上
っ
て
き
た
螂
域
（
逵
ｓ
）
で
メ
ン
ト
感
雷
汗
は
、
耐
峻
な
ど
起
こ
し
山
脈
の
西
側
の
郡
内
町
（
日
痴
地
方
）
郡
画
は
、
も
ど
も
と
ど
こ
か
ら
出
一
」
巻
と
に
な
る
．
穣
金
を
企
う
窪
碓
雑
吠

に
、
噸
発
庁
は
獲
り
来
て
て
い
る
よ
う

銅
碇
畷
の
郵
暉
蛙
決
し
一
」
減
光
鮴
化
一
一
》
さ
え
こ
う
い
う
訟
混
に
芯
つ
一
」
い
る
こ
や
す
い
種
武
幸
一
坐
捧
的
に
頬
満
し
毒
が
と
頭
側
の
中
札
内
村
（
十
腸
地
方
）
の
た
も
の
な
の
か
。

の
も
の
で
壕
い
、
噺
ア
等
ス
が
ど
に
、
改
め
三
》
の
篦
の
譽
塞
ら
、
そ
の
蕊
と
言
こ
「
婁
撤
で
「
塊
葹
屋
」
勇
る
．
藍
わ
ち
、
趣
外
と
い
う
べ
毒
か
、
錨
営
英
だ
．

口
紋
以
上
に
麺
売
地
化
し
て
い
一
』
も
、
沌
斑
を
墨
せ
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
娃
浅
蝿
の
お
そ
れ
が
な
い
エ
彗
一
無
剛
開
発
抱
擁
と
地
元
恥
塵
と
い
う
飛
弛
勢
毒
か
、
萢
鰯
繩
基
に
よ
れ
は
、
こ
れ
は
「
そ
の
捲
央
と
し
て
」
と
催
呼
蝿
生

霊
壱
一
」
暮
雪
ｌ
「
篭
憲
・
主
浅
葦

臼
率
ほ
ど
の
『
室

ん
べ
ん
一
一
窒
壷
ろ
ん
逝
庁
側
が
申
發
裡
ど
す
る
蝿
発
澱
錘
が
峠
が
る
こ
と

切
実
さ
欠
く
建
設
目
的
篝
薬
篭
蝿
…

壌
」
沢
見
ら
れ
な

い
の
に
、
「
大
衆

姥
」
ど
い
う
謡
の
「
内
錘
は
開
発
底
つ
ま
り
、
こ
れ
が
「
二
一
の
二
」
に
》
吋

吟
化
塞
あ
る
一
定
の
方
か
ら
む
し
一
つ
た
る
．
こ
れ
に
つ
鯉
」
は
同
じ
ｗ
鰹
に

開
発
庁
延
命
の
一
方
策
？
窪
憲
準
蕊
篝
窪
鰯

理
郵
丙
で
鮫
し
く

抑
制
し
て
い
る
か

ら
言
の
一
つ
。
い
」
と
い
う
○
そ
札
蝿
市
内
で
の
鐸
罐
会
で
こ
う
調
掘
し

扉
言
一
〈
１
パ
ー
蕊
予
断
回
ｇ
蛋
白
闇
竪
一
蓄
驚
玄
ご
点
是
孟
の
婆
輩
の
召
至
く
毒
圖
窒
埋
こ
是
れ
展
Ｉ
と
、
繁
署
厚
窟
だ
Ｉ
悪
の
幾
驚
ャ
箭
嘉

に
よ
三
」
亜
大
走
撰
止
め
を
失
っ
た
南
毒
雍
垂
十
醗
巡
舞
全
」
の
友
川
隷
氏
は
醍
垂
が
あ
る
だ
け
で
、
基
俸
鰯
内
容
は
や
里
ら
れ
ろ
。
腿
発
庁
地
蔵
課
を
掴
ね
た
。

師
の
経
蚕
だ
っ
た
が
、
今
は
七
池
蹄
遥

ア
ル
プ
ス
は
、
そ
の
帝
孝
二
』
」
の
大
幼
曄
か
ら
川
釣
り
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
が
、
全
く
な
い
．
そ
の
く
ぜ
轄
鎗
の
逓
で
は
迩
庁
土
木
部
通
路
銀
が
出
し
た
色
刷
「
ど
ち
ら
が
先
に
醤
い
だ
し
た
ど
も
辞
だ
」
「
公
共
逵
宜
中
心
の
土
題
雛
的

原
姶
坏
が
ば
と
ん
ど
丸
ハ
〆
力
笙
二
れ
か
つ
て
”
密
に
い
た
ヤ
マ
ベ
は
全
然
釣
「
霊
魂
保
全
回
撫
は
お
お
む
ね
識
蚕
こ
り
の
パ
ン
フ
峰
と
の
迩
麗
の
意
義
を
い
え
な
い
」
と
い
う
玉
虫
色
の
返
惑
纒
済
は
控
壷
緬
が
大
き
く
、
錘
涜
効
蝶

石
壹
七
、
舅
葹
ゴ
〈
皇
饗
く
音
、
煮
要
ム
誓
鶯
毎
暑
２
鬘
負
一
己
曼
雷
吾
蕃
て
２
１
９
爵
蔦
だ
。
ぢ
て
、
こ
の
爵
農
笘
い
芙
篇
が
、
誉
か
邊
是
塘

膳
ケ
ー
蒐
苔
壁
』
巣
、
琴
罷
っ
寡
シ
コ
ロ
弓
（
譽
受
の
蕊
嬰
悪
足
閻
碧
へ
の
の
蓋
鼠
溌
胤
２
肩
農
て
緊
箭
雷
ｌ
遍
募
驚
豊
望
雷
掻
響
壜
莚
』
ぃ

ル
プ
ス
の
極
考
遮
っ
て
お
り
、
、
職
も
の
鋲
）
も
カ
ジ
カ
も
ほ
と
ん
ど
宛
鐸
を
班
を
示
支
し
か
も
、
識
朧
完
成
後
の
の
短
鏥
③
幹
認
道
路
相
互
の
袖
完
効
采
昼
一
つ
の
老
え
方
が
あ
る
。
蛎
一
は
、
く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
」

絶
曹
た
．
具
ァ
等
是
農
す
諺
た
．
今
は
雪
塵
〆
余
驚
髻
ｌ
こ
男
曹
呈
豊
蕉
皇
豊
里
の
蕊
駕
＠
房
他
切
篭
豐
留
泡
ろ
．
塞
雇
蓮
生
覺
竺
災
乞
重
点
一
つ

勇
溌
、
壷
ご
臺
霧
箭
碧
肩
蕊
蕊
侭
貝
て
豐
是
ｌ
ｇ
い
蘆
言
鳥
篭
な
雷
小
笙
篭
謹
の
霊
、
岳
い
璽
馬
暑
曹
．
う
ト
ワ
ー
が
皮
湛
三
一
慈
鳥
蚕
毒

あ
れ
、
銅
鰹
が
北
に
毒
毎
こ
こ
嬉
宕
が
、
こ
れ
も
い
つ
》
壱
の
こ
と
か
。
い
・
…
．
。
の
大
衆
化
な
ど
）
ク
の
一
蚕
と
し
、
沌
鋲
燗
発
や
趣
光
へ
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。
土
木
涯
率
に

て
、
北
泡
逝
の
大
雷
山
鮮
と
日
海
山
脈
反
対
伽
か
ら
”
内
川
を
さ
か
の
ば
つ
つ
ま
り
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
計
画
日
海
山
賑
を
め
ぎ
つ
現
在
の
交
通
秋
の
発
鰹
を
見
越
し
一
」
」
穐
金
を
回
す
た
め
の
通
路
折
幽
。
嶺
誠
一

に
思
氣
一
塁
太
画
の
遵
悪
一
急
一
皇
汰
逝
エ
聖
駕
誠
電
力
蓋
享
｝
是
め
の
農
ミ
手
錘
況
建
苦
里
一
足
す
Ｅ
日
霞
こ
思
置
後
者
だ
と
い
う
．
一
石
内
知
溌
豊
璽
最
き
の
察
噛

握
北
ア
ル
プ
ス
と
同
じ
諒
跡
乏
之
ど
っ
の
水
力
発
遮
工
率
に
よ
る
塞
烈
な
破
塗
き
」
と
化
し
て
い
る
。
判
決
は
垂
初
か
が
開
辿
し
て
お
り
、
さ
ら
に
南
部
で
湖
て
、
こ
こ
で
も
「
遮
路
密
僅
、
つ
ま
り
発
宮
歴
出
舞
で
毒
●
こ
と
は
、
た
く
さ

て
悪
境
汚
染
が
巡
ん
で
い
ろ
。

か
く
て
、
こ
の
凰
喜
の
騒
一
詮
謹
痒
篭
誤
澪
》
婁
謹
讓
溌
》
鶉
鯉
鰡
溌
龍
嬢
雪
溌
鱸
縄
溌
讓
》
饗
窒
崖
鑿
遡

糎
率
鋳
る
海
山
は
日
商
し
か
な
く
な
つ
ぎ
つ
こ
と
は
惟
鯛
化
し
て
い
る
（
拳
「
一
応
」
き
く
だ
け
で
、
そ
ん
な
も
の
ろ
の
で
あ
一
句
ど
な
る
菫
、
新
響
壹
の
遮
過
蕊
だ
と
か
。
妖
況
疵
誕
の
圭
つ
輻

た
。
そ
嘉
逓
し
た
カ
ー
ル
余
河
地
色
趣
》
房
た
め
の
記
恵
な
ど
廷
と
を
判
譲
の
た
め
に
篝
禮
玄
暑
え
な
も
の
忠
要
嘩
は
、
逝
路
間
沼
匝
暹
説
浮
力
の
な
い
ま
ま
開
発
官
僚
が
い
こ
の
就
画
が
鍵
現
す
る
菫
昭
発
庁

形
）
一
壱
は
じ
め
と
す
る
嬉
劃
的
蒋
竺
ん
菫
異
ら
れ
な
い
．
け
た
は
ず
れ
の
筐
ど
窒
初
か
ら
な
い
の
だ
。
挙
丞
誕
内
尚
堅
か
か
わ
る
麺
轌
に
よ
ほ
ど
の
事
柄
で
も
か
に
通
路
垂
造
り
た
く
て
も
、
地
元
か
は
さ
ら
に
次
盈
と
こ
の
誼
の
迩
跨
を
逓

睡
》
鯆
碓
溌
繩
珊
鍜
率
硅
鰄
餅
卿
鼈
毒
泌
協
和
琴
灘
綱
潔
誕
愚
螺
諭
率
副
鯛
鯛
詔
嘩
謂
謂
瀦
嬬
繩
潮
雛
飾
か
潔
濡
薩
雛
謹
灘
霊
臓
娠
一

哲
」
こ
隅
ち
ぃ
一
勃
誓
ろ
ば
や
皇
謬
、
瀞
内
川
も
両
禦
ら
蕊
め
弩
て
言
ど
悪
一
晨
苣
と
曼
に
、
蚕
謹
だ
の
認
崖
だ
の
で
詞
竺
謹
の
促
進
決
鑿
し
た
幸
烏
蓋
や
多
蔭
雰
こ
斎

め
よ
う
商
豐
冬
捻
で
睦
な
く
て
、
て
、
急
で
は
誤
る
で
ア
ラ
ビ
ア
箏
島
て
く
ろ
．
う
る
さ
い
連
中
の
口
を
封
じ
と
、
日
本
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
薯
は
釜
ら
）
・
こ
れ
で
大
義
名
分
等
き
て
い
る
．
日
満
塁
磯
噺
迩
の
感
奮
は

舞
鍵
に
あ
る
．
日
奉
は
あ
る
淑
嘩
で
は
あ
た
り
の
砂
ば
く
地
祷
を
川
が
流
れ
て
る
に
は
、
套
謬
人
老
握
否
す
る
よ
り
や
ま
る
抽
象
的
「
理
田
」
し
か
挙
げ
る
こ
た
。
だ
漣
促
逝
の
理
由
転
役
鑓
の
声
さ
し
あ
た
っ
て
次
の
迩
緬
会
煙
混
め
》
つ

文
化
彫
拠
銅
に
か
毒
り
幽
心
が
鐘
く
、
い
る
か
の
よ
う
だ
。
か
つ
て
開
拓
郡
落
「
手
謡
雪
上
」
．
「
一
応
」
き
わ
せ
る
方
と
が
で
き
な
い
の
だ
唇
実
扉
、
遜
酪
課
托
看
た
岩
に
き
い
て
み
る
ど
、
「
地
塚
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
－
つ
（
澤
ら
）
。

の
水
力
発
遮
工
率
に
よ
る
琵
烈
な
破
塗
き
」
と
化
し
て
り
弓
判
決
は
垂
初
か
が
開
辿
し
て
お
り
、
さ
ら
に
南
部
で
湖
て
、
こ
こ
で
も
「
遮
路
密
僅
、
つ
ま
り
発
宮
歴
出
舞
で
毒
●
こ
と
は
、
た
く
さ

職
謹
痒
篭
誤
澪
》
婁
謹
讓
溌
》
鶉
鯉
鰡
溌
龍
嬢
雪
溌
鱸
縄
溌
讓
》
饗
窒
崖
鑿
遡

善
つ
こ
と
は
惟
鯛
化
し
て
い
る
（
達
．
応
」
き
く
だ
け
で
、
そ
ん
な
も
の
ろ
の
で
参
Ｑ
ど
な
る
菫
、
新
響
壹
の
遮
過
蕊
だ
と
か
。
妖
況
疵
誕
の
圭
つ
禧

己
趣
》
房
た
め
の
配
煙
な
ど
ほ
と
を
判
譲
の
た
め
に
篝
禮
玄
暑
え
な
も
の
忠
要
嘩
は
、
逝
路
間
沼
匝
暹
説
浮
力
の
な
い
ま
ま
開
発
官
僚
が
い
こ
の
就
画
が
鍵
現
す
る
菫
昭
発
庁

ん
菫
異
ら
れ
な
い
．
け
た
は
ず
れ
の
筐
ど
窒
初
か
ら
な
い
の
だ
。
挙
丞
誕
内
尚
堅
か
か
わ
る
麺
轌
に
よ
ほ
ど
の
事
柄
で
も
か
に
通
路
垂
造
り
た
く
て
も
、
地
元
か
は
さ
ら
に
次
盈
と
こ
の
誼
の
迩
跨
を
麺

鰐
呼
餅
卿
鼈
毒
泌
協
和
琴
灘
綱
潔
誕
愚
螺
諭
率
副
鯛
鯛
詔
》
謂
謂
瀦
嬬
繩
潮
雛
飾
か
潔
濡
薩
雛
謹
灘
霊
臓
娠
一

塁
謡
、
瀞
内
川
も
両
禦
ら
蕊
め
弩
て
言
ど
悪
一
晨
苣
と
曼
に
、
蚕
謹
だ
の
認
崖
だ
の
で
詞
竺
謹
の
促
進
決
鑿
し
た
幸
烏
蓋
費
予
蔭
雰
こ
煮

て
、
急
で
は
誤
る
で
ア
ラ
ビ
ア
箏
島
て
く
ろ
．
う
る
さ
い
連
中
の
口
を
封
じ
と
、
日
本
中
ど
こ
へ
言
て
堂
そ
は
釜
ら
）
・
こ
れ
で
大
義
名
分
等
き
て
い
る
．
日
満
塁
磯
噺
迩
の
感
奮
は

あ
た
り
の
砂
ば
く
地
祷
を
川
が
流
れ
て
る
に
は
、
套
謬
人
老
握
否
す
る
よ
り
や
圭
宕
抽
象
的
「
理
田
」
し
か
挙
回
・
こ
だ
だ
漣
促
逝
の
理
由
転
役
鑓
の
声
さ
し
あ
た
っ
て
次
の
迩
緬
会
煙
浬
め
一
つ

、
チ
ヨ
ア
ワ
』
岸
『
■
参
宅
泌
フ
盲
阿
ヨ
ロ
液
筥
野
「
邑
碧
“
旨
一
二
可
』
芦
歩
乏
種
『
ず
Ｆ
・
”
、
〃
・
７
呂
。
笛
ク
渉
‐
．
空
．
．
ｐ
』
、
，
、
Ｄ
″
〃
・
冒
夕
瞳
…
，
．
ｂ
１
，
１
．
’
．

，
，
‐
．

！

計
画
の
瓶
按
推
迦
勢
力
は
二
つ
あ
侭
を
無
拠
し
た
こ
の
懇
憩
壼
何
と
か
た
め
の

叺
目
的
蕊
鍵
藩
蕊
維

「
内
錘
は
開
発
底
つ
ま
り
、
こ
れ
が
「
二
一
の
二
」
唇
１

一

原
始
環
境
も

汚
染
の
一
途

’
が
わ
が
三
一
く
な
り
、
こ
れ
で
陰
雲
潭
逗
《
再
円
逓
い
こ
の
歌
皿
で
「
わ
れ
わ
れ
の
奮
全
モ
ー

ド
プ
に
塗
と
よ
う
と
し
一
一
い
る
と
し
か
毒
え
ら
垂
心
く
な
三
」
垂
逗
い
や
、
ド
プ
に
語
て
一

一
ｓ
へ
け
な
ら
と
も
か
く
、
そ
の
諦
睡
腫
娃
硬
唾
っ
矯
舷
し
一
舞
羅
応
弱
電
鉦
窪
瀝
や
、
利
継
壁
一

謹
家
と
蒜
び
つ
い
幸
一
末
黄
圭
禧
レ
宕
謹
造
《
潰
毒
画
し
志
ど
、
垂
代
白
丞
の
恋
し
き
嘩
詞
塁
一

．
一
寵
、
こ
の
日
擁
遊
蹄
逵
鐘
に
鐸
致
的
に
垂
垂
」
い
つ
き
つ
だ

謹
蚕
つ
の
穣
金
と
い
う
窓
味
で
も
、
圭
這
日
室
澄
鍾
の
「
垂
つ
か
ず
の
大
肩
霊
」
と
い
つ
窓
一

嘩
で
も
、
こ
の
日
漉
額
断
逓
計
画
は
潅
し
一
桧
北
海
途
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
六
月
三
日
、
こ
一

の
問
廻
の
公
悩
対
論
会
（
注
全
）
が
東
寧
で
蝿
か
む
や
の
毛
錘
会
に
、
白
海
山
扉
の
泣
蹄
子
達
一

難
奉
巍
内
川
と
”
内
川
の
両
側
か
《
つ
さ
か
の
婬
三
』
墨
て
き
だ
蒜
果
壱
、
遊
庁
や
潤
発
炉
で
の
一

取
材
と
ど
湾
』
譲
号
蔓
露
葬
委
員
杢
罵
一
、
辱
翼
さ
一

●
ｂ
ｂ
ｂ
ｐ
Ｌ
・
・
守
口
■
り
４
町
。
■
■
■
■
■
且
Ｐ
ｐ
ｑ
■
●
■
▲
●
ｂ
ｂ
Ｌ
ｐ
ｏ
ｑ
Ｊ
口
辱
ｑ
ａ
６
９
守
寸
や
。
■
●
●
●
守
ｐ
ｐ
Ｐ
Ｆ
甸
○
マ
ロ
４
４
今
◆
も
晶
凸
◆
◆
▽
■
？
◆
■
■
。
■
１
１
１
４
１
Ｉ
０
ｄ
ｄ
１
１
１
Ｉ
１
１
１
１
ｑ

浸
古
挙
的
文
物
や
コ
ッ
ト
ウ
品
へ
の
保

誘
に
も
黙
心
だ
．
ど
こ
つ
が
、
地
華
上

に
わ
ず
か
し
か
塑
裏
て
い
な
い
蛍
丞

忘
恩
然
誕
堀
へ
の
侭
侭
と
な
る
と
、
一

鯉
の
測
心
毎
政
盃
も
蛙
ろ
か
趣
硬
巡
画

に
位
股
す
る
。
げ
ん
に
こ
の
白
面
も
、

国
立
曇
園
に
も
園
定
公
園
に
も
調
定
さ

れ
て
い
な
い
。

十
醇
側
か
ら
礼
内
川
署
さ
か
の
ぼ
っ

て
定
か
さ
れ
る
の
は
、
す
で
に
班
餓
さ

れ
、
あ
る
い
は
遮
繊
中
の
秒
防
ダ
ム
の

菱
一
だ
。
い
や
兎
く
ぺ
き
に
、
鏡
ム
自

体
よ
り
も
、
諏
逮
へ
の
醍
厩
（
す
芯
わ

ら
う
じ
鰯
亜
誇
弱
函
龍
籠
籠
籠
龍
龍
籠
器
籠
鰐
鰐
窃
鰐
鰐
鰐
窃
認
鰐
記
認
躬
路
路
諾

ん
鰯
鰯
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
。
。

’

が
あ
っ
た
実
商
見
は
、
十
九
年
前
に
私

が
誼
ね
た
こ
ろ
の
而
彩
な
ど
完
全
に
消

え
、
月
世
界
の
よ
う
な
元
れ
地
を
〆
ン

プ
ば
か
り
が
走
り
ま
わ
る
。

林
迩
エ
部
は
こ
れ
ま
で
に
も
各
所
で

見
て
き
た
都
、
”
内
川
ほ
逆
ひ
ど
い
破

噸
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
例
●
妻
拳
し

い
・
国
立
公
園
で
な
い
た
め
に
、
法
的

に
も
野
斌
し
な
の
だ
。
こ
れ
が
さ
ら
に

一
軍
課
の
楓
断
近
に
垂
大
さ
れ
る
と
な

れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の
か
哩
謹

も
砿
躍
起
か
、
二
肖
末
、
肺
内
で
閲
か

れ
た
諏
魂
影
蓉
課
価
（
ア
セ
ス
メ
ン

９
８
０
０
１
；
ｉ
Ｉ
１
ｏ
４
０
０
０
ｇ
■
Ｕ
Ｉ
Ｂ
■
’
８
０
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
０
０
１
Ｉ
１
Ｈ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
０
９
０
０
ｔ
９
”
０
１
１
０
日
０
９
０
０
日
Ｉ
０
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
７
０
６
＃
ｏ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ

が
や
り
や
す
い
。
こ
れ
を
「
か
ん
ぐ
川
の
中
ま
で
土
砂
筵
放
乖
し
て
い
ろ

り
」
と
玄
尼
峰
率
欠
が
審
暑
物
林
遁
エ
事
Ⅱ
櫛
内
川
上
流
で

諮
り
す
ぎ
て
い
る
。

「
地
域
振
興
」
と
灘
唾
調
離
職
溌
鮒
穂

将
来
へ
の
備
え
搾
謹
締
溌
齪
蕊
塚
嬢

擦
座
が
薄
い
、
と
。

》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
こ
の
錨
離
を
耐
い
だ
せ
ば
、
衛
ア
ル

プ
ス
な
ど
は
ス
ー
パ
ー
抵
遊
以
外
に
何

そ
れ
で
は
Ｉ
と
、
検
睡
の
鋸
二
段
本
も
の
楓
断
逝
で
寸
断
せ
ね
ば
な
る
ま

に
軽
や
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
な
い
．
極
諭
す
れ
ば
、
南
抵
大
幽
は
ま
だ

、
、

ん
宿
も
計
画
老
強
行
ず
る
理
由
は
７
ス
キ
マ
だ
け
だ
。
人
口
密
醒
や
流
池
半

、
役
所
の
殖
命
盃
で
あ
り
、
麿
一一

ろ
。
ひ
ど
つ
は
い
う
ま
で
も
な
く
北
海
「
袖
完
」
す
る
た
め
に
こ
二
一
②
か
ら
⑤
手
な
ひ
と
り
歩
き
で
す
」
・
つ
幸
一
り
、

逝
庁
ど
北
海
遮
關
発
庁
の
錐
人
、
三
一
圭
壱
の
「
那
由
」
幸
一
杉
え
だ
単
憲
室
こ
の
迩
躍
の
目
的
は
、
塞
足
叩
走

り
爾
売
宮
座
種
も
う
ひ
こ
つ
は
え
あ
る
。
糎
得
力
の
ま
る
で
な
い
こ
の
庁
ど
い
う
窪
竺
』
の
も
の
悟
君
三

山
脈
の
西
側
の
郡
内
町
（
日
痴
地
方
）
郡
画
は
、
も
ど
も
と
ど
こ
か
ら
出
一
」
巻
と
に
な
る
．
穣
金
を
企
う
窪
碓
雑
祇
一

と
頭
側
の
中
札
内
村
（
十
腸
地
方
）
の
た
も
の
な
の
か
。
に
、
噸
発
庁
は
獲
り
来
て
て
い
る
よ
う
一

「
塊
工
他
屋
」
『
」
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
趣
外
と
い
う
べ
毒
か
、
劃
然
ど
ず
べ
だ
。

開
発
抱
擁
と
地
元
恥
塵
と
い
う
飛
弛
勢
毒
か
、
殖
鰯
繩
基
に
よ
れ
は
、
こ
れ
は
「
そ
の
捲
央
と
し
て
」
と
催
呼
蝿
睦
一

彦
喝
一
コ
ご
ま
野
詠
う
ｌ
「
趣
没
塞
醤
・
士
窪
薩
塞
塗

要
壱
一
」
暮
雪
ｌ
「
篭
憲
・
主
歳
葦

．

の
方
か
《
つ
む
し
一
つ
た
る
．
こ
れ
に
つ
い
一
」
は
岡
恥
〕
ｗ
鰹
に
・

叩
の
一
方
策
？
窪
憲
瀧
鐵
蕊
窪
唾

力
の
「
よ
く
壷
一
圖
謹
蕊
こ
こ
に
銅
雇
Ｉ
ど
、
熱
鯆
窪
櫛
龍
蕊
塞
蕊

も
里
ら
れ
ろ
．
腿
発
庁
地
蔵
課
を
掴
ね
た
。
師
の
経
蚕
だ
っ
た
が
、
今
は
七
池
蹄
鑪

迩
庁
土
木
部
通
路
銀
が
出
し
た
色
刷
「
ど
ち
ら
が
先
に
醤
い
だ
し
た
ど
も
・
蚕
だ
」
「
公
共
逵
宜
中
心
の
土
題
雛
釣

り
の
パ
ン
フ
は
、
こ
の
迩
麗
の
意
義
を
い
え
な
い
」
と
い
う
玉
虫
色
の
返
惑
纒
済
は
控
壷
緬
が
大
き
く
、
錘
涜
効
蝶

吾
蕃
て
２
１
９
爵
蔦
だ
。
ぢ
て
、
こ
の
爵
農
笘
い
芙
篇
が
、
誉
か
邊
是
塔

の
蓋
鼠
溌
胤
２
肩
農
て
緊
箭
雷
ｌ
遍
募
驚
豊
望
雷
搭
響
壜
莚
』
い

の
短
鏥
③
幹
認
道
路
相
互
の
袖
完
効
采
は
二
つ
の
老
え
方
が
あ
る
。
蛎
一
は
、
く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
」

④
交
通
連
翰
上
の
過
疎
解
消
⑤
そ
の
他
切
実
に
函
る
か
ら
泡
ろ
．
塞
雇
、
運
生
野
氏
は
羅
来
と
し
亘
と
い
う

雷
小
弦
エ
窪
地
謡
と
の
接
返
霊
山
い
将
来
に
蝿
え
て
潅
弓
ネ
ッ
ト
ワ
ー
が
、
反
対
に
三
五
が
目
的
蚕
と
み

の
大
衆
化
な
ど
）
ク
の
一
蚕
と
し
、
沌
鋲
燗
発
や
趣
光
へ
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。
土
木
涯
率
に

日
海
山
賑
を
め
ぎ
つ
現
在
の
交
通
秋
の
発
鰹
を
見
越
し
一
」
」

況
は
、
地
図
の
よ
う
に
す
で
に
日
霞
こ
の
豊
農
看
た
と
い
う
．
一
石
溌
粥
螺
聡
瀦
測
評
避

日
高
中
央
損
断
道
予
定
親

日
高
中
央
損
断
道
予
定
親

ヤ
４
１
雫
‐
庭

一
二
二
一
壱
雪
パ
峠
帯

山
．
〃

饗
１

▲
極
州

一
二
ど
き
ニ
ー
デ
リ日

祷
線
、

ヤ
４
１
雫
‐
庭

一
二
二
一
壱
雪
パ
峠
帯

山
．
〃

饗
１

▲
極
州

一
二
ど
き
ニ
ー
デ
リ日

祷
線
、

|， 二
一
二
一
参
凧
礁

急
心
跡
ふ

＝

詞

中札内中札内

壼
聿
幸
垂
奉

壼
聿
幸
垂
奉

静
内

一
一
一
一
一

静
内

一
一
一
一
一

静
内

一
一
一
一
一

菫爾可
粛
砺
一
団
』

I
エリモ岬＝二二エリモ岬＝二二＝太平洋＝太平洋

１
１

で
は
、
聖
画
と
し
て
、
そ
れ
で
も
》

強
石
す
る
砥
患
は
何
か
。
反
対
遮
醐
の

涜
纒
者
た
ぢ
や
勺
開
発
問
迦
に
か
か
わ

っ
て
き
た
人
員
、
あ
る
い
は
こ
の
棚
趣
一

の
羅
對
記
者
た
一
つ
の
見
方
を
ま
と
め
一
室

と
、
ほ
唇
一
点
に
礎
約
さ
れ
る
。
一

そ
の
一
．
こ
れ
は
蕪
く
の
人
の
一
球
一

す
る
鋼
流
だ
が
匂
北
泌
迩
の
開
発
食
褒

壱
遁
乖
全
飛
風
と
し
て
見
つ
づ
け
、
衿
一

癖
も
参
つ
北
海
逝
労
働
金
叩
訓
塀
奨
。
｜

俸
野
法
幸
氏
の
芯
鍵
で
代
塞
さ
せ
て
も
一

ら
う
こ
と
に
し
よ
う
。

「
北
海
通
の
開
発
奄
今
の
晦
点
暉
弓
一

す
べ
き
か
と
い
う
聰
率
拠
念
か
ら
唯
継
斗

睡
の
、
開
発
庁
談
帳
窪
蝿
凹
老
失
っ
た
一

し
、
中
札
内
も
函
ぱ
い
独
睡
。
た
と
垂
全

ぱ
南
ア
ル
プ
ス
・
ス
ー
パ
ー
鈍
識
の
姪
一

谷
村
の
よ
う
な
、
人
口
半
減
恒
よ
る
心
一

梗
感
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
．

邸
元
の
中
で
も
鍵
も
「
本
来
の
池
一

元
」
ど
し
て
、
あ
る
ア
イ
ス
の
帝
鰐
奉
夛

紹
介
し
よ
う
ｌ
「
こ
れ
ま
で
陰
蕊

を
と
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
ん
ど
蛙
そ
の

永
地
が
復
元
不
能
の
獄
睡
的
殻
蛾
毒
さ

れ
る
つ
て
こ
迄
だ
く
さ
」

幅
を
き
か
す

土
建
尾
経
済

解
で
き
た
。
だ
が
、
今
の
日
本
の
山
村
〕

で
、
幹
綴
適
嬬
計
測
幸
一
歓
迎
し
な
い
と
一

こ
ろ
が
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
一
設
的
状
況
圭
超
え
て
「
ど
く
に
こ

こ
睦
必
型
だ
」
と
す
る
も
う
一
奉
の
娩

縛
力
は
、
つ
い
に
な
か
っ
た
．
羅
型
蝿

題
に
し
て
も
、
扉
内
は
や
や
上
阿
窒
超
一

の
罐
輿
」
に
類
す
る
発
理
以
上
の
今
の
一

唯
惹
い
。
具
体
的
に
は
「
山
の
嘩
辨
の
一

交
掘
」
「
展
溌
物
や
木
材
・
鯛
輕
の
蛾
一

蕊
季
鰡
蝿
渉
鴻
總
蠅
一

に
と
三
蛤
は
今
よ
り
処
利
に
善
亀
一
一
二

の
「
埋
歪
と
し
て
の
感
慨
は
よ
く
郡
．
一

－20－－21－

｜
｜

｜
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丁

道
、
崩
さ
ぬ
建

蕊
食

鵜

一
湯
Ｊ

寺
ｊ

ｈ
や§晩ｆ中り

ｌ
ｌ
ｌ

ｉ
、
“
▲
ら
迺
一
一
評

一
ｒ

畠
皇
匡
苣
晨

背
後
に
〃
利
権
〃
の
カ
ゲ

金
歯
の
川
然
僻
誕
剛
陣
が
鋤
Ⅷ
中
止
を
唾
え
て
い
る
日
逼
中
栄
碩
断
迩
鑑
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
現

境
影
糯
梛
廼
に
夷
墜
の
ラ
ク
印
が
型
こ
れ
た
。
動
、
梱
翅
地
迩
現
塊
工
学
な
ど
の
守

門
家
士
人
か
ら
巷
つ
検
討
寒
資
縦
條
描
剣
呑
興
巷
が
羅
恥
ほ
魂
状
湖
正
も
彫
舞
予
測
も

示
十
分
な
の
で
、
よ
り
癖
珊
な
鋤
究
全
行
え
」
ど
の
窓
兇
森
を
拠
出
し
た
の
で
壱
亀

と
こ
つ
が
、
こ
の
鮫
し
い
振
痴
を
廷
け
た
近
は
「
木
工
躯
の
た
め
の
爽
測
倒
蕪
の
際
、
必
蟠
な
鋤

死
幸
行
い
、
糯
緬
将
を
完
企
な
も
の
に
す
る
」
と
￥
咽
持
工
に
閲
慨
し
て
い
一
弓
学
術
的
に
愛
脚
な

日
鎭
鯉
挺
の
雌
蛸
秘
塊
奉
切
り
裂
く
抑
牛
へ
将
来
的
に
一
千
偲
円
を
嘩
丞
る
と
予
想
さ
れ
る
ぱ
輩
を

撰
唆
つ
に
は
余
り
に
希
郷
涯
繩
済
鋤
鯉
琢
ど
を
ふ
津
え
た
庭
対
冷
に
加
え
て
、
野
川
翠
か
ら
「
こ
ん

な
椰
価
に
号
は
到
底
噸
塊
へ
の
彫
癖
を
汚
哩
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
決
め
つ
け
い
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
丈
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
野
趣
奉
燕
行
し
よ
う
と
す
る
近
の
塞
舞
の
が
径
に
ザ
利
梛
雄
の
カ
ゲ
“
を
媒
し
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
最
灌
的
な
政
轆
決
定
褐
の
蛾
城
内
知
郡
に
「
麺
性
寺
つ
無
睡
幸
一
叫
蒔
し
て

「
検
討
《
碇
の
鏡
函
を
啄
狐
し
、
ア
セ
ス
〆
ン
卜
を
や
り
通
す
べ
き
で
蓉
皇
と
雑
い
寸
電

対象屋問塑8札雨

皇少日商はダムや林道工騏で自然破壊が急速に進行している
〔静内側の横断通予定ルートで〕

－

井
上
力
太
氏

北
大
牧
提
（
亜

境
工
学
）
Ⅱ
蚕
貝

将
魎
捗
に
は
「
お
お
む
ね
自
然
魂

境
は
守
ら
れ
る
」
と
〃
お
お
む
ね
“

と
い
う
狸
理
が
き
わ
め
て
多
い
。
こ

れ
は
謡
価
詮
し
て
い
極
い
こ
と
と
何

じ
で
、
判
断
嘘
聯
と
は
な
り
将
な

い
。
た
鐘
現
行
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制

哩
で
は
早
い
蹄
咽
に
き
っ
ち
り
し
た

ア
セ
ス
（
彩
転
沸
箇
）
壱
す
る
化
辿

抑
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
や
む
考
制

詳
し
く
調
査

し
て
ほ
し
い

怠
い
趣
も
あ
る
が
、
せ
め
て
、
も
う

少
し
毒
し
な
辞
緬
押
で
あ
っ
て
ほ
し

か
っ
た
。
仏
は
全
眠
で
拝
噸
制
曜
の

壗
來
に
触
れ
る
叫
廻
点
を
編
演
し
た

が
、
現
窪
の
刎
唆
の
も
と
で
は
、
邸

門
率
は
問
趣
噸
を
浮
き
彫
り
に
し
、

あ
と
は
謹
怨
扱
疋
街
で
②
つ
知
軸
の

奴
城
に
ま
か
せ
る
べ
き
と
い
う
擬
勢

だ
。
通
だ
け
の
蛍
錘
で
は
な
い
に
し

て
も
、
鋸
餓
の
制
が
た
っ
た
一
坪
と

い
う
呼
鰯
将
垂
苞
と
に
嬢
鋤
戦
つ

と
、
よ
り
緯
緬
惹
将
鰯
血
垂
訂
卿
い

せ
ざ
る
曇
符
な
い
⑫

報
道
部
飯
部
紀
昭
記
者

地
質
が
も
ろ
く
崩
れ
や
す
い
日
寓
（
恥
内
側
の
林
道
の
突
蝿
、
横
断
通
は
こ
の
先
を
卵
剛
す
ｅ

イ
ト

’ 設
姿北

郷
繁
氏

北
大
救
援
（
土
質

エ
学
）
Ⅱ
委
幽

地
画
や
趣
し
垣
ん
な
皿
形
か
ら
罐

工
那
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
、
自
然

破
塑
を
鯉
小
鰹
に
工
邸
を
地
め
る
こ

と
は
不
可
能
と
い
う
見
方
が
あ
る

が
、
技
術
的
に
は
十
分
可
龍
だ
。
山

岳
通
路
や
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
辿
投
で

条
件
の
魑
さ
曇
克
鰹
す
る
日
本
の
技

術
は
世
弊
的
に
畔
噸
さ
れ
て
い
る
。

私
腫
裂
池
な
兇
で
樋
陸
（
り
亭
う
）
や

重
要
な
原
始
性

は
保
存
し
う
る

ト
ン
ネ
ル
垂
蝿
蹴
、
剛
鱗
防
止
の
子

種
加
え
、
し
か
も
カ
ー
ル
地
形
な
ど

学
術
的
に
峨
哩
江
城
端
雌
は
侭
が
し

う
る
と
腿
肺
垂
縛
っ
て
い
る
。
ち
む

ろ
ん
、
然
保
硬
眼
の
人
舞
に
と
っ
て

は
何
も
造
ら
な
い
こ
と
が
一
桁
い
い

の
だ
ろ
う
が
、
遁
錨
を
通
っ
て
伽
然

禦
塊
の
政
窪
と
い
う
弧
火
錘
維
ん
で

も
、
近
野
に
よ
る
〆
リ
ッ
ト
が
お
れ

ば
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
だ
っ
て
判
断

す
べ
き
だ
と
怒
つ
。
程
雌
の
全
体
も

ノ
ー
と
い
う
蜘
挺
で
繊
文
垂
つ
け
た

の
で
は
ぷ
い
と
割
断
し
て
い
弔
呼 勢

鮫
島
惇
一
郎
氏

林
案
睡
験
鵯
北
海
遁
支
埴

育
種
研
究
室
垂
Ⅱ
委
凶

全
叔
で
は
工
法
上
の
技
術
踵
は
さ

て
お
い
て
、
評
嚇
沓
は
鯉
た
し
て
魂

壊
に
与
一
蕃
勺
彩
轄
予
測
を
な
し
え
て

い
る
か
ど
う
か
、
蕊
本
の
と
こ
ろ
で

揺
鮒
ｗ
の
欠
陥
が
摘
摘
さ
れ
た
。
こ

の
奥
、
十
敗
年
ぶ
り
に
方
鋤
曇
、

そ
し
て
伽
迩
咽
近
い
知
味
掴
断
通
路

畑
辺
を
蜘
迂
し
た
が
、
画
然
破
域
の

池
汀
は
鰯
く
ば
か
り
○
胴
進
帥
剛
の

大
自
然
を
死
滅

さ
せ
る
暴
挙

睡
所
で
は
妓
域
恐
雌
小
鯉
に
防
ぐ
と

か
、
雛
の
搾
虚
を
は
か
る
と
は
い
っ

て
も
、
処
際
に
工
那
と
蓉
勾
と
、
破

峻
に
仙
曇
つ
ぶ
っ
て
附
苑
垂
池
め
る

と
い
う
の
が
理
潅
臼
熾
の
勘
合
も

士
，
で
に
苑
地
ダ
ム
、
妙
防
ダ
ム
、
搾

逝
、
そ
し
て
蕪
搾
の
掲
伐
な
ど
で
顕

生
剛
然
は
ズ
タ
ズ
冬
迩
錨
は
喉
態

案
に
と
っ
て
砿
戦
い
取
り
誠
に
イ
ン

ク
や
是
心
す
よ
う
蓉
も
の
②
た
い
し

て
蕊
雨
“
鯉
も
な
い
適
蹄
に
い
趨
甦

錘
じ
て
、
こ
の
臆
剛
然
垂
化
奴
き
せ

る
鰐
《
う
な
科
碓
辛
子
べ
き
で
な
い
勤

五
円
に
迄
躍
会
の
延
岐
、
公
沸
対
蛾

詩
別
脚
委
口
全
に
惚
缶
さ
れ
た
検
鋤
全

醗
の
種
腿
齊
で
は
圃
械
物
の
脈
名
、

頓
拠
謁
の
ぽ
湖
が
不
馴
碗
で
、
閲
述
い

が
多
く
、
郵
地
細
迩
が
不
十
分
。
地

形
、
地
薗
も
概
究
に
と
ど
ま
り
、
癖
細

な
制
茂
が
必
塑
○
札
内
川
の
郷
獅
デ
ー

タ
も
不
疋
」
と
嗣
描
勺
予
測
、
対
鍾
及

び
沸
術
に
つ
い
て
は
「
山
に
手
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
巡
蝿
曄
唯
的

影
稗
や
剛
哩
、
地
寸
く
り
、
士
石
流
な

ど
を
鯉
こ
す
典
禰
な
降
雨
、
積
雪
、
地

埋
な
ど
を
君
戦
せ
よ
。
向
動
血
排
ガ
ス

の
大
笂
汚
梁
を
と
り
上
げ
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
」
等
を
振
痴
し
た
。
行
致
の

か
く
れ
寒
の
と
兜
ら
れ
や
す
い
こ
の
甑

の
雲
煙
全
と
し
て
は
科
学
的
立
鰯
に
立

っ
た
議
哩
、
咽
決
な
迩
地
好
で
あ
る
。

「
知
事
は

英
断
を
」

’
韮
沢
堅
次
氏

社
会
党
逆
本
部
政
乗

審
晒
会
事
務
局
壁

「
揺
価
に
純
し
な
い
欠
陥
岬
髄

替
」
と
守
川
蝉
に
き
め
つ
け
ら
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
式
逝
が
”
縦
髄
は

し
な
い
と
し
て
、
九
月
砿
会
で
の
近

迩
偲
定
に
鍔
ら
込
み
、
あ
く
窪
で
迩

識
辿
投
に
慨
脚
す
る
の
は
、
斌
蝿
内

矧
邨
の
喫
諭
盗
勢
を
倣
惑
に
区
映
し

て
い
る
と
蛾
う
。
知
邨
は
＋
狗
唯
興

逝
の
と
き
も
「
鯉
糎
と
か
、
然
似
理

〃
影
群
評
価
″
の

や
り
直
し
迫
る

の
稀
の
も
と
に
州
発
を
蝿
彬
す
る
勢

力
が
あ
る
。
『
高
で
は
北
郷
遊
の
蝿

飛
は
蝿
求
な
い
」
と
い
う
越
叫
の
元

請
呈
し
て
近
眠
全
本
公
ふ
で
鋤
戦
し

た
こ
と
が
』
の
る
こ
う
し
た
鴫
砿
安

勢
い
γ
で
動
芝
わ
っ
て
お
心
す
、
そ

の
リ
ー
ダ
ー
シ
吻
ブ
が
脅
勺
か
ら
生

訴
蝿
蝿
鵡
ば
土
水
郎
に
叩
購
旦
Ｌ
ピ

ピ
ゆ
て
い
る
と
蝉
う
渉
社
公
党
と
し

て
ば
心
九
川
眠
会
で
ア
セ
ス
〆
ン
卜

の
や
り
血
し
種
迫
る
一
方
で
、
内
燃

羅
迩
慨
鰍
』
一
勒
旭
感
拠
を
鴬
つ
え
大

壌
脚
瀝
哩
Ⅶ
順
一
”
》
唾
剛
‐
葎

一
吋
、
燭
で
も
こ
の
冠
路
は
必
要
だ
」
と
い
う
強

日
岡
多
く
の
掴
失
を
覚
悩
し
て
も
君
れ

ｒ

住
拠
が
曽
灌
ら
、
デ
シ
ジ
“
ン
製
‐
”

Ｉ
（
窓
忠
決
定
者
）
で
あ
る
知
顎
が
ゴ

し
か
し
、
一
尻
が
〃
政
鱒
嬉
つ
う
１
サ
イ
ン
を
出
す
の
も
致
し
方
な
略

か
。
数
年
間
タ
ナ
さ
ら
し
に
な
っ
て
い
し
か
し
、
そ
の
珊
合
で
も
避
慨
限
、

る
園
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
寒
迦
瓶
那
欠
陥
沸
価
笹
の
や
り
瞳
し
は
必
要
で
な

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
な
ど
を
め
ぐ
っ
い
の
か
、
そ
う
で
芯
け
れ
ば
今
挺
、
遊

て
現
境
保
謹
や
灰
公
海
団
体
は
「
ア
セ
の
ア
セ
ス
〆
ン
卜
は
”
形
式
の
み
〃
と

ス
メ
ン
ト
が
む
し
ろ
棚
発
剛
の
免
卯
符
い
う
曹
つ
一
つ
の
レ
ッ
テ
ル
が
つ
く
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
受
け
た
道
の
煙
と
し
て
動
く
」
こ
と
に
強
い
危
鯉
（
ぐ
）

唯
は
馴
決
と
は
い
い
が
た
い
。
検
刈
会
老
抱
い
て
、
産
業
界
の
趣
向
と
鋭
く

砿
を
袋
噸
し
た
喰
識
銀
塊
節
は
「
耐
定
対
決
し
て
い
る
が
、
醜
や
都
築
の
先
取

公
団
と
の
か
ら
み
か
ら
綱
充
を
鯉
い
り
と
も
い
え
る
昨
年
一
月
施
行
さ
れ
た

だ
。
本
繼
緬
狂
は
、
計
噸
が
邪
窯
化
逓
ア
セ
ス
〆
ン
卜
条
例
は
、
こ
の
日
商

さ
れ
卿
の
予
弾
が
つ
か
な
け
れ
ば
鰡
牽
通
路
間
趣
で
恢
壁
巡
勤
サ
イ
ド
の
趣
似

な
い
」
と
し
『
不
釧
な
と
こ
ろ
は
爽
測
を
ず
ば
り
鋸
坐
し
た
と
い
丞
弓
た
と

（
押
工
）
捌
瀧
で
迩
加
し
、
評
伽
僻
を
一
誕
欠
陥
掃
伽
盤
で
あ
ろ
う
と
呼
詳
師
せ

完
全
な
も
の
と
背
己
と
い
う
。
こ
れ
ず
に
袴
工
出
来
る
と
い
う
な
ら
辿
砿
の

で
は
「
何
の
た
め
の
邪
前
郷
師
か
」
が
た
め
の
〃
ア
リ
バ
イ
〃
づ
く
り
と
い
う

間
わ
れ
る
の
は
致
然
。
と
こ
ろ
が
遁
側
以
外
画
い
よ
う
が
な
い
で
は
な
い
か
。

は
、
制
洗
が
拙
巡
で
不
蜘
が
尋
宮
」
と
来
道
し
た
肱
迩
州
発
庁
憂
宙
が
胃

を
認
め
な
が
ら
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
醐

発
椛
巣
の
迅
非
を
問
う
も
の
で
は
な

い
。
今
伽
の
道
路
は
近
ア
セ
ス
メ
ン
ト

条
例
の
対
象
耶
鍵
で
は
な
い
の
に
、
画

定
公
剛
編
定
を
掩
え
て
い
る
の
で
識
に

条
例
に
恥
じ
た
塗
い
を
し
た
も
の
。
国

定
公
園
に
な
れ
ば
必
拠
な
チ
ー
ラ
ク
モ

す
る
」
と
趣
瞳
し
た
塗
勢
な
の
だ
。

砲
か
に
道
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
で
は

「
娠
正
を
加
え
る
必
挫
が
あ
る
と
き
は

辮
伽
好
に
修
正
垂
加
え
た
う
え
、
こ
れ
取
引
が
政
謹
の
舞
萱
に
か
け
上
が
ろ
う

を
行
う
」
と
あ
る
。
そ
の
判
断
は
知
蝋
と
し
て
い
る
こ
と
も
群
場
に
趣
嘩
蝿
来

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
今
回
る
。
か
つ
て
大
石
元
理
境
序
些
哲
は
「
こ

も
慰
蝋
な
る
硝
句
の
峰
正
峨
哩
で
施
定
ん
な
適
錨
を
遣
っ
て
惑
ぷ
の
は
利
撫

孫
噸
苛
と
し
、
道
峨
全
で
の
適
迩
偲
疋
隈
だ
け
だ
」
と
大
電
鍵
画
道
蹄
の
延
継

を
診
孜
与
柁
で
押
し
切
り
、
州
発
庁
の
に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
こ
と
が
あ
る
。

剛
碓
迩
錨
掘
定
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
て
「
陶
然
理
塊
塞
抵
な
わ
な
い
よ
う
に
辿

簡
工
に
捲
る
込
む
こ
と
は
”
敗
碗
的
“
投
謹
と
い
う
こ
と
は
軍
を
灘
さ
な

に
は
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
近
の
強
い
で
悶
を
食
一
産
と
い
う
に
野
し
峪

碓
盗
鍔
逓
次
る
と
、
そ
う
し
た
師
斯
雪
喰
埴
内
知
蛎
が
一
座
で
も
日
畑
山
系
の

が
雄
刈
か
ら
醐
来
上
が
っ
て
い
た
と
み
ふ
と
こ
ろ
に
入
っ
て
蝿
剛
琶
兇
つ
め
れ

ら
れ
る
フ
シ
も
錫
る
。
ば
、
そ
れ
は
築
感
と
し
て
よ
く
わ
か
る

菖
乏
乱
蝋
隠
え
芙
麺
爵
一

呈
溺
蕊
議
雛
溌
一

一
：
露
講
蕊
ぃ
こ
と
羊
分
驚
ゞ

符罪
配
・
爵
が
飼
剛
耐
震
ど
大
器
の

単
に
自
然
破
埋
だ
け
で
は
な
い
○
山

免

心
霊
議
議
灘

の

總
椛
龍
瀧
雌
蕊
一

の

発司閥
閣
刀
一
葛
・
れ
ぱ
明
ら
か
で
あ
る
。

１
１

八
木
健
三
氏

《

北
海
週
自
然
爆
硬
協
会
会
垂
軸

検
酎
全
飛
の
輔
践
は
探
価
密
の
不
祁

蜘
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
つ
い
て
い
岬

る
。
と
か
く
げ
錘
の
か
く
れ
み
の
と
唯

児
ら
れ
や
す
い
」
の
肌
の
委
凶
公
と
岬

し
て
、
誤
戒
馴
決
に
科
学
的
な
織
鐙
恥

曇
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
ち
か
か
わ
ぃ

ら
ず
、
遊
州
は
郷
排
価
を
し
ぶ
り
、
》

近
路
行
工
の
柵
え
を
変
え
て
い
な
い
曲

の
は
雌
く
べ
き
こ
と
だ
。
ま
た
米
適
地

し
た
蠅
棚
苑
庁
曜
漉
は
「
同
然
魂
塊
》

建
設
の
背
後
に
《
》

あ
る
も
の
監
視
Ｊ

諺
細
な
わ
ぬ
よ
う
巡
没
を
池
め
た
恥

い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
不
恥

呵
肥
趣
こ
と
を
蜘
拠
に
し
て
や
れ
と
坪

い
呈
し
い
る
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
山

も
、
こ
の
よ
う
に
学
錘
繩
験
衙
が
剛
坤

越
曇
編
調
し
、
診
欺
の
所
山
が
社
縄
祁

で
蛇
判
す
る
な
ど
、
庇
刈
の
此
玲
の
恥

確
些
ウ
に
わ
か
か
わ
喝
弍
道
や
蝿
”

雅
庁
が
あ
く
ま
で
迅
織
の
蚕
鍔
を
Ｍ

そ
う
と
し
な
い
そ
の
押
錘
に
あ
る
も

の
は
阿
敏
の
か
。
私
た
錫
は
そ
こ
拳

で
哩
遥
し
て
、
賊
蝿
し
て
い
く
必
些

が
期
や

－23－ －
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十
月
子
・
ゞ
↓
日
、
旭
川
道
新
ホ
ー
ル
で
市
民
の
つ

ど
い
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
上
映
の
後
、
道

連
合
代
表
の
井
手
蛍
夫
氏
の
識
演
。
日
商
問
題
の
近

況
報
告
・
討
論
と
変
化
の
あ
る
集
会
で
し
た
。
こ
の

後
参
加
耆
有
ど
の
交
流
会
。
こ
こ
で
も
話
題
は
剛
高

道
路
問
題
。
「
皆
さ
ん
、
今
こ
こ
で
・
・
〃
円
州
し
て

下
さ
い
」
こ
の
こ
と
が
日
高
の
問
題
点
の
一
つ
で
す
。

と
税
金
の
連
用
と
い
う
面
か
ら
あ
る
方
か
お
つ
し
や
つ

■
旭
川
写
真
展
纏
わ
る

十
月
弓
ト
ー
岡
か
ゞ
吟
・
卜
七
ｎ
ま
で
、
旭
川
の
大

雪
画
廊
で
開
か
れ
て
い
た
写
典
展
が
終
わ
り
ま
し
た
。

千
人
以
上
の
巾
践
が
熱
心
に
ハ
ネ
ル
を
兄
入
っ
て
い

ま
し
た
。
主
催
は
旭
川
勤
労
誉
山
岳
会
。
人
啄
と
石

狩
の
自
然
を
守
る
会
。

尚
、
来
年
の
写
真
展
開
催
地
を
謀
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
・
団
体
は
蛎
務
脇
ま
で
お
問
い
合
せ
Ｆ

さ
い
。
ハ
ネ
ル
数
人
卜
点
・
街
頭
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ケ
ッ

ト
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
用
意
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

■
日
高
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
。
旭
川

■
日
高
道
路
反
対
決
起
集
会
・
帯
広
終
わ
る
。

九
月
二
十
日
、
帯
広
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
日
高
道
路
反
対
決
起
集
会
」
が
開
か
れ
、
約
百
名

弱
の
市
民
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
日
商
を
開
発
の
手

か
ら
守
ろ
う
と
い
う
多
く
の
市
民
団
体
、
労
働
組
合

の
代
表
が
各
々
決
意
表
明
を
行
な
い
、
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
年
は
日
高
中
央
横
断
道
路
特
集
を
組
み
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
ま
と
め
き
れ
ず
、
い
さ
さ
か
雑
薄

な
出
来
と
な
り
ま
し
た
。
日
高
道
路
問
題
を
考
え
取

り
組
む
さ
い
に
、
自
然
保
謹
上
の
問
題
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
経
済
効
果
、
特
に
限
ら
れ
た
お
金
（
税
金
）
・

緊
迫
財
政
の
中
で
の
予
算
付
け
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ｌ
道
民
（
納

税
者
）
一
人
当
り
、
三
万
円
も
か
け
る
の
季
か
ら
ｌ

ま
し
て
、
日
高
道
路
は
、
生
活
道
路
と
し
て
作
ら
れ

る
市
町
村
道
と
異
な
り
、
明
確
な
経
済
効
果
が
な
け

●
●
●
●

れ
ば
な
ら
な
い
開
発
道
路
で
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
経
済
効
果
・
必
要
性
に
つ
い
て
は

今
日
ま
で
多
く
は
論
議
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
検
討

す
る
の
に
必
要
な
資
料
・
報
告
書
が
公
開
さ
れ
な
い

こ
と
が
そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
り
ま
す
。
北
海
道
議

会
で
も
、
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
質
問
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
答
弁
は
『
数
字
で
は
出
な
い
が
、
将
来
的
に

必
要
』
の
一
点
ば
り
で
し
た
。
七
五
キ
ロ
の
道
路
一

本
で
総
額
一
千
億
円
も
の
血
税
を
つ
か
う
と
い
う
の

で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
「
本
当
に
道
路
を
必
要
と
し

て
い
る
の
か
。
」
と
い
う
必
要
性
論
議
の
原
点
に
立
ち

返
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
に
立
っ
て
、

↑
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
ｌ
道
条
例
の

未
熟
さ
の
改
善
と
法
案
と
の
関
係
’

一
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
ｌ
法
案
化
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
ど
こ
ま
で
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
公
開
す
れ
ば
よ
い
の
か
’

一
、
行
政
改
革
に
つ
い
て
’
一
下
年
目
を
む
か
え

た
北
海
道
開
発
庁
の
存
続
。
北
海
道
で
の
役
割
は
終
っ

た
の
が
心
に
残
り
ま
す
。

。
道
々
認
定
な
る
’
第
三
回
定
例
道
議
会

時
間
切
れ
。
審
議
未
了
・
多
数
決

十
月
二
卜
八
日
。
第
三
回
定
例
道
議
会
の
建
設
。

公
害
対
策
特
別
委
員
会
合
同
審
査
で
、
さ
ら
に
本
会

議
で
、
十
分
な
審
議
に
至
ら
ぬ
ま
ま
時
間
切
れ
、
賛

成
多
数
反
対
は
社
会
・
共
産
で
「
道
々
認
定
案
件
」

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
一
・
卜
九
剛
に
提
案
さ
れ

て
か
ら
一
ケ
月
の
間
、
代
炎
。
一
般
質
問
・
連
合
審

査
い
づ
れ
も
、
矛
盾
点
の
砿
み
残
し
、
審
議
未
了
が

実
態
で
す
。

○
全
脚
の
同
然
保
謹
・
山
岳
国
体
か
ら
出
さ
れ
た
議

会
講
願
も
全
て
否
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
第
鯛
Ｍ
定
例
道
議
会
は
ト
ミ
月
九
川
で
す
。

■
超
党
派
で
日
高
問
題
を
考
え
る

自
然
保
護
議
員
連
盟
団
結

○
卜
一
月
．
・
’
六
川
。
参
議
院
議
員
会
館
会
議
室
で
、

同
然
保
謹
議
員
連
盟
（
大
石
武
一
会
長
）
張
催
の

「
剛
尚
問
題
報
告
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
出
席
議
員
（
敬
称
略
）

自
民
Ⅱ
大
石
武
一
・
藤
波
孝
生

社
会
Ⅱ
岩
唾
寿
喜
男
。
五
十
嵐
広
宝

小
林
恒
人

公
明
Ⅱ
小
平
芳
平
・
竹
内
勝
彦

民
社
Ⅱ
和
田
耕
作
。
中
村
鋭
一
。
木
下
敬
之
助

共
産
Ⅱ
立
木
洋

新
自
ク
Ⅱ
柿
沢
弘
治

今
号
で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
、
議
会
議
事
録
、

自
然
環
境
上
の
安
全
性
等
に
つ
い
て
は
、
別
の
号
で

載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
者
各
位
の
感
想
・
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
編
集
部
）

た
と
考
え
る
の
で
す
が
１

以
上
の
論
議
が
必
要
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に

北
海
道
の
経
済
・
環
境
（
自
然
。
社
会
）
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
と
い
う
展
望

が
求
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
日
高
問
題
で
も

問
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
く
今
後
の
課
題
と
い
え
ま

‐
し
よ
－
つ
。

自
然
を
保
謹
す
る
（
実
は
人
間
が
自
然
に
守
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
）
と
い
う
活
動
を
通
じ
、
私
た
ち

も
こ
の
大
き
な
課
題
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
「
北
の
自
然
」
を
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

会
費
、
年
間
一
口
、
一
、
○
○
○
円

会
員
に
は
年
六
回
「
北
の
自
然
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
そ
の
他
、

連
合
主
催
、
後
援
の
催
し
の
案
内
等
を
し
ま
す
。

連
絡
先

１ｍ
札
幌
市
北
区
北
十
一
条
西
一
丁
目

北
海
道
自
然
保
謹
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
二
’
七
一
三
’
五
七
一
西

振
替
口
座
小
樽
四
○
七
一

賛
助
会
員
募
集

■
環
境
庁
長
官

日
高
を
現
状
の
ま
ま
子
孫
へ
と
発
言

十
一
月
千
七
日
、
大
石
武
一
参
議
院
議
員
と
と

も
に
、
鯨
岡
環
境
庁
長
官
に
道
路
の
建
設
反
対
と
、

国
定
公
園
の
早
期
指
定
を
訴
え
ま
し
た
。

鯨
岡
長
官
も
「
国
定
公
園
指
定
は
五
十
六
年
度
中

に
実
現
す
る
見
通
し
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。
道
路

に
つ
い
て
も
、
私
と
し
て
は
手
を
つ
け
ず
に
、
日
高

を
残
し
た
い
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
環
境
庁
の
健
闘
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

社
民
連
Ｉ
江
田
五
月

無
所
属
Ｉ
美
濃
部
亮
吉

○
参
加
団
体

北
海
道
自
然
保
謹
団
体
連
合
・
細
北
海
道
自
然
保

護
協
会
。
卿
日
本
自
然
保
謹
協
会
。
財
国
立
公
園
協

会
・
卿
日
本
野
鳥
の
会
。
財
世
界
野
生
生
物
保
謹
墓

金
日
本
委
員
会
・
財
日
本
鳥
類
保
謹
連
盟
・
卿
観
光

資
源
保
謹
財
団
。
全
国
自
然
保
護
連
合
・
紬
日
本
山

岳
会
。
細
日
本
山
岳
協
会
。
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
・

日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会
。
同
東
京
以
上

○
報
告
内
容
は
、
日
高
道
路
計
画
の
概
要
及
び
経
過
・

問
題
点
と
課
題
、
国
定
公
園
指
定
に
つ
い
て
の
概
要
。

経
過
・
課
題
で
、
地
図
。
報
告
書
等
を
つ
か
い
説
明

の
後
、
質
疑
に
人
い
り
ま
し
た
。
後
段
で
は
議
員
各

位
か
ら
、
「
道
路
の
必
要
性
は
な
い
。
」
「
南
ア
ル
プ
ス

ス
ー
パ
ー
林
道
。
志
布
志
湾
開
発
等
。
す
で
に
苦
い

経
験
が
あ
る
。
」
「
日
高
を
利
権
の
た
め
に
破
壊
し
て

は
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

r…一..｡.ー｡...一..ー…一….一・・一..｡ー…'､一・.~一...一…-..-....一….一…弓

環境シンポジウム ：

1 日時：12月13日（土）13：30から受付

1場所:札幌市教育文化会館3階大研修室

|室催:北海道自然保護団体連合

| 伊達環境権裁判｡小樽運河｡岩内原発｡日高中I
i央横断道路問題に取り組む方々を中心に,市民｡ i
i労働団体の皆さんとともに「北海道の環境を考えi
i る」と題し,集会が催されます。
L..一…-..--…_…一.‘－．．－…－－－．．－==-..-…-.-..-..』
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士
心

二
二
口活動 日

9月3日滝野墓剛計画について打合せ。 10月3】日議会での日高道路計画道々認定について記

9月4日道議会公害対策特別委員会を傍聴。 者会見。

’81山岳カレンダー（4,000部）完成。 11月2日一|-勝連絡会と打合せ。（帯広市にて）

9月14日東北海道反公害・自然保通交流会に参加。 北海道自然保護学生集会に参加。

（斜里町にて，滝口） 11月10日東京にて自然保謹・山岳関係団体・国会議

9月17日滝野蕊1判計画の現地調査。 ～15日員等々と日高道路問題について話し合い。

9月20日日商中央横断道路計画反対決起集会。（滞 （田中）

広市にて) 11月11日国際自然保謹連合から， 日高山脈の保謹に

9月21日釧路自然保謹協会の方々と懇談。 （釧路市 ついて知事宛の文書が出される。

にて） 11月15日北海道勤労者山岳会主催の集会で日高問題

9月22日胆振野生生物保謹の会の方々と懇談。 （室 ～16日を報告する。（小野）

~23B I聞市にて，田中・小野・西山) 11月21日十勝連絡会と日高問題で打合せ。

9月27日密漁ダイバー対策の集会に参加。（ブルー ～23日根室自然保謹協会事務局長と風蓮湖の保謹

ノート自然保謹委員会主催） 等について打合せ。

10月3日シェラクラブの方々と懇談会。 ･ (帯広・釧路・根室にて，田中）

10月7 11道議会代表面間・一般質問を傍聴議会請願 11月24日東京にて，国会議員・自然保謹団体と日高

～10日提出。記者会見。 I 問題・風蓮湖の保謹について打合せ。

10月10H道々大樹・浦河線と十勝港を視察。 26日自然保謹議員連盟主催の「日高中央横断道

～11日十勝連絡会と打合せ。 （帯広市にて） 路計画の概要と問題点」で報告｡（井手・
I 八木．滝口．田中）10月14日伊達環境権裁判の判決が出される。

集会に参加。 27日環境庁長官と懇談。

10月18日道議会一般衝問を傍聴。 その他，関係機関と話し合う。

日本科学者会議道支部のプレシンポジウム 11月28日滝野墓園計画での札幌市の環境協定違反に

で， 自然保護について話す。 ついて，助役が陳謝する。 （環境協定につ

10月20日道議会を傍聴(28日まで） いては，北の自然NO14参照）

10月23EI 「日高を考える市民のつどい」で識演・報告 11月29日日本科学者会議道支部主催P80北海道科学

（旭川市にて，井手・田中） シンポジウム」で日高問題を報告提起。

※この他，毎週火曜日・金曜日の7時より事務局会議を開いています。 ’

編集後記一
九
八
○
年
一
二
月
一
二
日

編
集
発
行
北
海
道
自
然
保
謹
団
体
連
合

代
表
井
手
賞
夫

事
務
所
札
幌
市
北
区
北
三
条
西
一
丁
目

北
海
道
自
然
保
謹
セ
ン
タ
ー
内

振
替
口
座
小
樽
四
○
七
一

連
絡
先
（
○
二
）
七
二
二
’
五
七
二
四

事
務
局
長
田
中
明
子

印
刷
㈱
北
海
道
共
同
印
刷
所

縦長の額の中で，白い帯状のひだをはった日高山脈が目に光ります。
道路予定地付近と思われる所では切れこんだ川が流々とはっています。
釧路から東京へ向う飛行機の窓の中からの光景ですが，今頃が最も美
しくはえる季節です。

この名画に， ミミズがはったような道路という傷をつけてはならな
い， という自然の叫びを聞く思いで見ていました。

販売コーナー

o81坂本直行山岳カレンダー ’部
･坂本直行花の絵ハガキNQ4 6枚1組で

，0組まとまると

｡日高山脈ポスター

･日高現地調査報告書

事務局までご連絡下さい。 （明子）

1,000円

300円

2,500円
400円

500円


